
令和２年度 
湖西市バス運行評価改善報告書 

令和２年１２月 
湖西市バス運行評価改善委員会 

資料１ 

1



目次 
 
 
 
１ 湖西市バス運行評価改善委員会 概要-------------------------------２ 
  
２ 今年度（平成元年10月～令和2年9月）の施策状況 
   ・ 公共交通軸-------------------------------------------------４ 
   ・ 拠点内巡回・拠点アクセス-----------------------------------４ 
   ・ 地域フィーダー---------------------------------------------14 
   ・ 乗継環境の整備---------------------------------------------16 
   ・ 公共交通に関するわかりやすい情報を提供する事業-------------16 
   ・ 公共交通の利用を誘導する事業-------------------------------19 
   ・ バスへの愛着（マイバス意識）を高める事業-------------------21 
   ・ 多様な主体による取り組み-----------------------------------23 
 
３ 今年度評価及び来年度の取組提案-----------------------------------24 
 
４ コーちゃんバス運行実績（令和元年10月～令和2年9月） 
   ・ 白須賀新居鷲津線-------------------------------------------30 
   ・ 白須賀鷲津線-----------------------------------------------31 
   ・ 白須賀岡崎線-----------------------------------------------32 
   ・ 岡崎循環線-------------------------------------------------33 
   ・ 岡崎鷲津線-------------------------------------------------34 
   ・ 知波田鷲津線-----------------------------------------------35 
   ・ 鷲津循環線-------------------------------------------------36 
   ・ 入出新所鷲津線---------------------------------------------37 
 
５ デマンド型乗合タクシー運行実績（令和元年度） 
   ・ 白須賀地区-------------------------------------------------38 
   ・ 知波田地区-------------------------------------------------41 
 
 
 
 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

    

1 2



2 

Plan 
（計画） 

Action 
（改善） 

Check 
（評価） 

Do 
（実行） 

Plan 
（計画） 

地域公共 

交通会議 
事務局 

評価改善
委員会 

庁内 

分科会 

市民 
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施策の 

実施計画検討 

実施計画の起案 

（重要な案件） 
協議・承認 

運行 

利用促進策等実施 

施策協力要請 

協力して利用促進
策等実施 

利用状況など把握 

報告 

評価 

改善方針の検討 

評価・改善方針 

の報告 

改善施策の 

実施計画検討 

実施計画の起案 

（重要な案件） 
協議・承認 

※必要に応じて開催 

１．長期的な取組方針 
○湖西市では、平成25年度からコーちゃんバスの運行を開始して6年が経過しました。 
○平成29年5月に湖西市地域公共交通網形成計画を策定し、その交通将来像の達成のため、スケジュールに
則り、コーちゃんバスをはじめとした各主体の事業について、継続的に評価・改善と利用促進を行ってい
きます。 
○そして、継続的に取り組みをしていくことで、市全体として自動車ばかりでなく、地域公共交通を利用
するのが当たり前という長期的な雰囲気を醸成することを目標とします。 
○湖西市地域公共交通網形成計画を毎年、各主体が連携して、計画・実行・評価・改善といういわゆる
PDCAサイクルを実行することにより、公共交通全体を改善していきます。 

 

 
図 各主体のPDCAサイクルにおける役割 

 

 １. 湖西市バス運行評価改善委員会 概要 

○毎年の評価の対象期間は、前年10月1日～当該年の9月30日としています。 
○評価委員会から受けた提案は、事務局で詳細な検討を行い、できる施策から順次実施していきます。 
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回数 

（時期） 
報告・協議事項 概要 

第１回 

（11/6） 

・評価・改善の概要紹介 

・１年間の実績報告 

・１次評価報告 

・事務局が評価・改善の進め方を紹介 

・湖西市地域公共交通網形成計画のスケジュールに

沿った１年間の取り組み事項とその結果を報告 

・１次評価（市自己評価）を報告 

各委員は、1次評価の妥当性を確認及び報告 

第２回 

（11/25） 

・１次評価の妥当性 

・評価を踏まえた改善策の検討 

・１次評価の妥当性を検証 

・委員会としての評価を協議 

・評価を踏まえた改善策（事務局案）の提示 

・改善策の検討 

第２回 

第１回 

委員会 各委員 事務局 

1次評価の協議 

１次評価の妥当性確認 

１年間の運行結果報告 

改善策の検討 

１次評価 

1次評価の妥当性集計 
改善策（案）の作成 

２．今年度の湖西市バス運行評価改善委員会の進め方 
○今年度の評価対象期間は、令和元年10月１日～令和2年9月30日とします。 

 

 

 
図 評価・改善の進め方イメージ 

 

報告書の作成 

地域公共交通会議に 
報告書を提出 
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 平成29年度第4回湖西市地域公共交通会議にて、定量的な目標値となる評価基準を明確に
し、路線の維持や改善策、利用促進策の検討を判断する「コミュニティバス評価基準」を
作成した。 
 昨年度の委員会にてご指摘があった「コミュニティバス評価基準」の見直しについて、
以下のとおり案を作成する。 
 

 ２. 今年度（令和元年10月～令和2年9月）の施策状況 

事業名：拠点内巡回・拠点アクセス （①コーちゃんバス） 

・現行サービス水準での運行（継続） 

事業名：公共交通軸 （④県境を越える新設路線） 

 近隣市町（豊橋市）との情報交換を令和2年1月9日に実施し、双方の公共交通の現状、地
域の実情、新設路線への課題を共有した。今後も需要と経費を比較しながら情報交換を継
続していく。 

・新設路線の検討 
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コミュニティバス評価基準（案） 

評価指標 基準数値 判定結果 

延べ利用者数 
平成28年度コーちゃんバス各路線毎の
利用者数 

Ａ：5％以上増加 
Ｂ：＋4.9％～▲4.9％ 
Ｃ：5％以上減少 

１日当たりの 
平均乗車人数 

平成28年度コーちゃんバス各路線毎の
１日当たりの平均乗車人数 

Ａ：5％以上増加 
Ｂ：＋4.9％～▲4.9％ 
Ｃ：5％以上減少 

１便当たりの 
平均乗車人数 

平成28年度コーちゃんバス各路線毎の
１便当たりの平均乗車人数 

Ａ：5％以上増加 
Ｂ：＋4.9％～▲4.9％ 
Ｃ：5％以上減少 

利用者１人当たり市
の負担額 

平成28年度コーちゃんバス各路線毎の
利用者１人当たりの市の負担額 

Ａ：5％以上減少 
Ｂ：＋4.9％～▲4.9％ 
Ｃ：5％以上増加 

 〇判定結果後の対応について 

 各路線毎に上記の評価指標の判定の結果、Ｃ判定が２つ以上となった路線については、
要因の把握及び改善策を検討する。それ以外の判定結果となった路線については、その要
因を把握し、参考事例とする。 
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  （１）白須賀新居鷲津線 
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評価指標 基準数値（H28） R2年度実績 R2年度判定結果 

延べ利用者数 17,141人 12,014人  Ｃ 

1日当たりの平均乗車人数 71人 49人 Ｃ 

1便当たりの平均乗車人数 8.8人 7.1人 Ｃ 

利用者1人当たりの市の負担額 773円 925円  Ｃ 

  ・評価結果 

  ・評価結果に対する要因について 

 令和元年10月1日から、運転手のより確実な休憩時間の確保による安全な運行を目的に、
1便減便を実施  

 通学便利用者（新居小学校への通学利用者）の減少（H28→25人、R2→18人） 

 コロナ禍の影響による3月以降の利用者数の減少（3月-9月の利用者数：R1→9,464人、
R2→6,192人） 

 

【まとめ】 

白須賀地区と新居地区を循環して鷲津地区を結ぶ長大な路線であり、長時間の乗車が必要
な点、少ない運行便数となる点により、利便性が低いと考えられる。また、白須賀地区で
H30.3月から運行を開始しているデマンド型乗合タクシーの利用者が増加しており、運行経
路上にある地域（白須賀第1、第2自治会）住民の移動手段の変化も一因と考えられる。 

  ・(参考)H28年度～R2年度実績 

  ・要因に対する改善策について 

 利便性向上及び便数の増加並びにデマンド型乗合タクシーとの重複解消を目的として、
バス路線の一部（白須賀地区）を縮小し新居地区内を循環する便を増加させる見直し方
針を、令和2年度第3回公共交通会議にて意見交換を行った。今後は令和3年10月1日から
の改正を目指し、検討を進める。 
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  （２）白須賀鷲津線 
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評価指標 基準数値（H28） R2年度実績 R2年度判定結果 

延べ利用者数 13,829人 14,721人  Ａ 

1日当たりの平均乗車人数 57人 61人 Ａ 

1便当たりの平均乗車人数 3.8人 5.1人 Ａ 

利用者1人当たりの市の負担額 871円 781円 Ａ 

  ・評価結果 

  ・評価結果に対する要因について 

 H28と比較して湖西病院行き7時台発、9時台発、白須賀方面行き10時台発の利用者の増加 

 （湖西病院行き7時台発、9時台発：H28→2,116人、R2→3,116人） 

 （白須賀方面行き10時台発：H28→612人、R2→2,015人） 

 

【まとめ】 

令和元年10月1日から1便を減便を実施しているが、H28と比較して述べ利用者は増加となっ
た。湖西病院への通院、買物を目的とした利用者の増加が主な要因として考えられる。 

  ・(参考)H28年度～R2年度実績 

  ・要因に対する改善策について 

Ｃ判定が２つ以上ないため、参考事例とする。また、令和2年10月1日から市内全域の路線
再編により路線の一部を短縮しているため、今後も注視していく。 

7



  （３）白須賀岡崎線 
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評価指標 基準数値（H28） R2年度実績 R2年度判定結果 

延べ利用者数 9,874人 8,877人  Ｃ 

1日当たりの平均乗車人数 41人 36人  Ｃ 

1便当たりの平均乗車人数 3.7人 4.1人  Ａ 

利用者1人当たりの市の負担額 1,027円 1,041円 Ｂ 

  ・評価結果 

  ・評価結果に対する要因について 

 令和元年10月1日から、運転手のより確実な休憩時間の確保による安全な運行を目的に、
2便減便を実施 

 コロナ禍の影響による3月以降の利用者数の減少（3月-9月の利用者数：R1→6,046人、
R2→4,589人） 

 

【まとめ】 

コロナ禍による利用者数の減少や白須賀地区でH30.3月から運行を開始しているデマンド型
乗合タクシーの利用者が増加しており、運行経路上にある地域（白須賀第4、第6自治会）
住民の移動手段の変化などが一因と考えられる。 

  ・(参考)H28年度～R2年度実績 

  ・要因に対する改善策について 

 令和2年10月1日から市内全域の路線再編により通学便以外の便については減便し、同車
両にて運行している岡崎循環線へ充てる改正を行っており、今後も注視していく。 
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  （４）岡崎循環線 
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評価指標 基準数値（H28） R2年度実績 R2年度判定結果 

延べ利用者数 3,981人 2,552人  Ｃ 

1日当たりの平均乗車人数 16人 10人 Ｃ 

1便当たりの平均乗車人数 2.7人 3.5人 Ａ 

利用者1人当たりの市の負担額 1,025円 1,207円  Ｃ 

  ・評価結果 

  ・評価結果に対する要因について 

 令和元年10月1日から、運転手のより確実な休憩時間の確保による安全な運行を目的に、
3便減便を実施（10月-2月の利用者数前年比：平均62％程度） 

 コロナ禍の影響による3月以降の利用者数の減少（3月-9月の利用者数：R1→2,550人、
R2→1,463人） 

 

【まとめ】 

平成28年度から令和2年度にかけて3便に減便した点とコロナ禍の影響が主な要因と考えら
れる。 

  ・(参考)H28年度～R2年度実績 

  ・要因に対する改善策について 

 令和2年10月1日から市内全域の路線再編により、運行経路の変更（右回り系統の追加）
及び7便の増便（右回り、左回り各5便）を実施しているため、今後も注視していく。 
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  （５）岡崎鷲津線 

9 

評価指標 基準数値（H28） R2年度実績 R2年度判定結果 

延べ利用者数 14,771人 13,027人  Ｃ 

1日当たりの平均乗車人数 61人 54人 Ｃ 

1便当たりの平均乗車人数 4.3人 5.4人 Ａ 

利用者1人当たりの市の負担額 867円 899円 Ｂ 

  ・評価結果 

  ・評価結果に対する要因について 

 令和元年10月1日から、運転手のより確実な休憩時間の確保による安全な運行を目的に、
4便減便を実施（10月-2月の利用者数前年比：平均84％程度） 

 コロナ禍の影響による3月以降の利用者数の減少（3月-9月の利用者数：R1→9,584人、
R2→7,268人） 

 

【まとめ】 

平成28年度から令和2年度にかけて5便減便をした点とコロナ禍の影響が主な要因と考えら
れる。 

  ・(参考)H28年度～R2年度実績 

  ・要因に対する改善策について 

 令和2年10月1日から市内全域の路線再編により、運行経路の変更を実施しているため、
今後も注視していく。 
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  （６）知波田鷲津線 
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評価指標 基準数値（H28） R2年度実績 R2年度判定結果 

延べ利用者数 11,272人 8,722人  Ｃ 

1日当たりの平均乗車人数 46人 36人 Ｃ 

1便当たりの平均乗車人数 3.6人 4.0人 Ａ 

利用者1人当たりの市の負担額 1,152円 1,318円 Ｃ 

  ・評価結果 

  ・評価結果に対する要因について 

 令和元年10月1日から、運転手のより確実な休憩時間の確保による安全な運行を目的に、
3便減便を実施（平成28年度から平成29年度にかけて1便減便） 

 （10月-2月の利用者数前年比：平均85％程度） 

 コロナ禍の影響による3月以降の利用者数の減少（3月-9月の利用者数：R1→7,008人、
R2→4,436人） 

 

【まとめ】 

平成28年度から令和2年度にかけて4便減便をした点とコロナ禍の影響が主な要因と考えら
れる。 

  ・(参考)H28年度～R2年度実績 

  ・要因に対する改善策について 

 令和2年10月1日から市内全域の路線再編により入出新所鷲津線と統合し、新たな路線（
知波田入出線）として運行している。今後は知波田入出線として注視していく。 
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  （７）鷲津循環線 
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評価指標 基準数値（H28） R2年度実績 R2年度判定結果 

延べ利用者数 9,617人 7,610人  Ｃ 

1日当たりの平均乗車人数 40人 31人 Ｃ 

1便当たりの平均乗車人数 2.0人 1.9人 Ｃ 

利用者1人当たりの市の負担額 879円 1,013円 Ｃ 

  ・評価結果 

  ・評価結果に対する要因について 

 令和元年10月1日から、運転手のより確実な休憩時間の確保による安全な運行を目的に、
3便減便を実施（10月-2月の利用者数前年比：平均88％程度） 

 コロナ禍の影響による3月以降の利用者数の減少（3月-9月の利用者数：R1→5,238人、
R2→4,253人） 

 

【まとめ】 

平成28年度から令和2年度にかけて3便減便をした点とコロナ禍の影響が主な要因と考えら
れる。 

  ・(参考)H28年度～R2年度実績 

  ・要因に対する改善策について 

 他路線と重複する経路が多くあり需要が分散される点、一方通行の経路であり目的地ま
で遠回りするケースがあり利便性が低い点が課題と認識している。現在、運行経路の変
更及び短縮を含めた運行体系の見直しを検討している。 
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  （８）入出新所鷲津線 
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評価指標 
基準数値 

（参考 R1年度） 
R2年度実績 R2年度判定結果 

延べ利用者数 19,355人 17,447人  Ｃ 

1日当たりの平均乗車人数 80人 72人 Ｃ 

1便当たりの平均乗車人数 5.7人 5.2人 Ｃ 

利用者1人当たりの市の負担額 485円 539円 Ｃ 

  ・評価結果 

  ・評価結果に対する要因について 

 コロナ禍以前については、前年度を上回る利用者数であったが、コロナ禍以降回復傾向
にあるものの、前年度を大きく下回る実績となっている。運行する経路上にある企業の
在宅勤務等の影響も大きいと推測。 

 （10-2月の利用者数：R1→7,415人、R2→8,135人 720人増） 

 （3-9月の利用者数：R1→11,958人、R2→9,312人 2,646人減） 

 

【まとめ】 

令和2年2月までの利用者数については、前年度を上回る利用者数であったが、3月以降のコ
ロナ禍の影響が主な要因と考えられる。 

  ・(参考)H28年度～R2年度実績 

  ・要因に対する改善策について 

 令和2年10月1日から市内全域の路線再編により知波田鷲津線と統合し、新たな路線（知
波田入出線）として運行している。今後は知波田入出線として注視していく。 
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事業名：拠点内巡回・拠点アクセス （①コーちゃんバス） 

・路線の再編   
 令和元年12月、令和2年4月に開催された湖西市地域公共交通会議にて路線再編の方針につ
いて討議を行い、6月に開催された同会議において令和2年10月改正の路線再編が承認された。 
 見直しの方針と路線再編の内容は以下のとおり。 
  

・運賃体系の見直し   

 路線の再編と合わせて見直しを検討し、令和2年10月改正の運賃体系の変更が承認された。 

 見直しの方針と内容は以下のとおり。 
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○見直しの方針 
 効率的な運行による利便性の向上と財政負担の軽減を両立させるため、コミュニティバ
ス事業は可能な限り複雑かつ長大な路線を圧縮し、バス機能に特化させるとともに、デマ
ンド型乗合タクシーの運行範囲を市全域に拡大することを目指すこととする。 
 
○路線再編の主な内容  
 ・知波田鷲津線の廃止、入出新所鷲津線の延伸と路線名変更（知波田入出線） 
 ・知波田地区から岡崎地区への新系統の設置（知波田入出線） 
 ・白須賀鷲津線の路線短縮 
 ・白須賀岡崎線の減便、路線の見直し 
 ・岡崎循環線の増便、路線の見直し 
 ・岡崎鷲津線の路線の見直し 
 

○見直しの方針 
 利便性と財政負担の両立を考慮し、かつ、分かりやすく利用しやすい運賃体系を検討す
る。また、小学生など通学利用者の負担増へ配慮した運賃体系の選定を行うこととする。 
 
○運賃体系変更の主な内容 
 ・ゾーン制運賃（1地区100円で、地区を跨ぐ毎に100円加算）から市内一律運賃（市内 
  一律200円）に変更。 
 ・回数券について、運賃の変更に合わせて券種の金額を変更した。また、小学生用の 
  回数券については、変更前の金額を据え置くこととした。 
 ・定期券について、回数券と同様運賃の変更に合わせて券種の金額を変更した。また、 
  小学生用の定期券については、変更前の金額を据え置くこととした。 

事業名：拠点内巡回・拠点アクセス （②自主運行バス浜名線） 

・現行サービス水準での運行（継続） 
 平成30年4月からコーちゃんバスへ編入し、ほかのコーちゃんバスと同じゾーン制運賃を採用
し、バス停位置や運行ダイヤについては、自主運行バス浜名線を踏襲し、サービス水準の維持を
図った。更に、令和2年10月からの路線再編の際には、他のコーちゃんバスと合わせて実施し、
サービス水準の維持を図った。 

・路線の再編、運賃体系の見直し   
 平成30年4月2日からコーちゃんバス（入出新所鷲津線に移行し、運賃体系については、ほかの
コーちゃんバスと同じゾーン制運賃を採用した。更に、令和2年10月からの路線再編の際には、
他のコーちゃんバスと合わせて市内一律運賃制へ変更した。 
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事業名：地域フィーダー（①導入検討路線） 

・導入に向けた検討 
【新居地区】 
 白須賀新居鷲津線の見直しと合わせて新居地区の一部へデマンド型乗合タクシーの導入を検
討しており、地元自治会との協議、令和2年度第3回公共交通会議での意見交換を行った。 
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・実証実験 
【白須賀地区】 
 平成30年3月1日より白須賀第1.2.5.6自治会の地域を対象に実証実験を開始した。また、8月1
日から白須賀第3.4自治会を含めた白須賀地区全域で実証実験を令和2年3月まで実施した。 
 
【知波田地区】 
平成31年1月10日に知波田地区連合会より、「より利用しやすい公共交通方式導入に関する要望
書」が提出され、令和元年11月から実証実験を開始した。 
 登録世帯数が白須賀地区と比べて低調であったため、令和3年9月30日まで実証実験期間を1年
延長した。令和3年10月1日から本格運行へ移行できるよう登録世帯数の増加に向けて更なる利
用啓発を図る。 
 目標値としては、白須賀地区において、9か月経過～22か月経過の間の事前登録世帯数の増加
率を参考に、登録世帯数15％を目標値として設定した。 
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・本格運行（地域との合意を得る） 
 
【白須賀地区】 
 令和2年2月末日時点での実績を実証実験開始時に設定した目標値を用いて評価した。 
 乗合率について、当初よりの累計では目標値に達していないが、令和元年度のみでみると目
標値に達した。また、地域から本格運行への移行について強い要望があったため、令和2年4月1
日から本格運行へ移行した。 

○デマンド型乗合タクシー（白須賀地区実証実験）に関する目標値との照合結果 

評価指標 
１日当たり 
利用者数 

世帯登録者数 
乗合率 

（１台あたりの
乗車人員） 

利用者満足度 
地域と協力した 

取組 

目標値 5.0人/日以上 25％以上 1.25人以上 60％以上 月1回以上 

令和2年2月末 
時点 

7.5人/日 26.26% 1.20人 73.80% 1.04回/月 

【令和元年度実績・白須賀地区】 

 ○デマンド型乗合タクシー(白須賀地区実証実験)乗合率(台あたりの乗車人員) 

R1年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 合計 

便数 147 150 119 152 165 129 170 177 170 166 178 1723 

移動人数 181 189 154 201 202 159 221 196 206 212 229 2150 

乗合率 1.23 1.26 1.29 1.32 1.22 1.23 1.30 1.11 1.21 1.28 1.29 1.25 
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事業名：公共交通に関するわかりやすい情報を提供する事業 
(①公共交通に係る積極的な情報提供） 

・バス停（コーちゃんバス）の案内表示の多言語化の実施 
 平成30年8月に、主要なバス停15箇所においてローマ字表記を行っている。その後、バス停の
修繕及び更新時に合わせて追加している。(R1.10月～R2.9月 10箇所更新） 

事業名：乗継環境の整備 （①乗り継ぎ拠点や主要なバス停の乗り継ぎ環境整備） 

・乗継拠点や地区拠点での乗継利便性の向上 
 昨年度も実施していた車内での乗継案内の情報提供を今年度も継続して実施している。ま
た、コーちゃんバスの乗り方などの窓口対応や電話対応があった際には、最寄のバス停や普
段の外出先を聞き取り、ニーズに沿った利用方法の提案も継続して行っている。 
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事業名：公共交通に関するわかりやすい情報を提供する事業 
(①公共交通に係る積極的な情報提供） 

・公共交通マップの企画・作成・見直し 
 公共交通の利用促進を図るため、市内を運行する公共交通を網羅した総合交通マップを作
成している。また、令和2年10月1日の再編及び運賃改定に合わせて全体図を大幅に拡大し、
細かな地図を採用することでバス停位置をより分かりやすい総合交通マップとした。 
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事業名：公共交通に関するわかりやすい情報を提供する事業 
(①公共交通に係る積極的な情報提供） 

・バス利用促進啓発ポスターの企画・作成・見直し 
 昨年度は、「夏休み小学生50円バス」に合わせて市内観光名所が掲載されたポスターを作
成したが、今年度においてはコロナ禍により、企画・作成等については自粛した。 

事業名：公共交通に関するわかりやすい情報を提供する事業 
(②分かりやすい運行情報・乗継情報の提供） 

・公共交通マップへのわかりやすい乗継情報の提供 
 令和2年10月1日改正の総合交通マップについて、レイアウトの変更に合わせて更新した。 
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・拠点駅におけるバス乗り場の案内表示の設置（参考）平成３０年度実施済事業 
 
 平成30年度において、新所原駅南北自由通路の新設及び駅周辺整備に合わせて、新所原駅南北そ
れぞれの自由通路入り口に、バス乗り場を表示した案内図を設置した。また、鷲津駅駅舎移転工事
に合わせて、駅入り口に案内図を設置した。 

新所原駅南口   鷲津駅   

・主要施設や主要バス停でのバスロケーションシステムの検討 
 主要施設や主要バス停でのデジタルサイネージ導入に対しての費用対効果も含めて、検討中
である。 
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事業名：公共交通の利用を誘導する事業  （①公共交通の割引運賃の導入） 

・バスの1日乗り放題券等の企画乗車券の導入 
 市内を運行する公共交通運行事業者と共同で検討したが、バスの1日乗り放題券の導入を断
念した。しかしながら、「コーちゃんバスを上手に利用する会」の意見から、より実用性が高
い「コーちゃんバス片道定期券」を平成30年2月1日より販売を開始し、今年度においても継続
して販売した。 
（今年度：51件、昨年度35件） 
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・天竜浜名湖線の小学校入学祝記念乗車券、敬老記念乗車券の発行 
 事業予算削減により、事業を行わなかった。（昨年度と同様） 

・小学生や高齢者を対象とした乗り方教室の開催  
 例年4月から9月に実施していた小学校2年生を対象とした乗り方教室だが、新型コロナウイ
ルス拡大防止の観点から延期としている。開催時期については、今後の感染状況及びしない各
小学校の行事の状況を注視しながら意向調査を実施する予定。また昨年9月に開催されていた
「湖西環境・緑化フェア」において、今年度はコロナ禍により同フェアが中止となったため、
啓発活動も中止とした。 

小学校2年生対象 乗り方教室 延期 （昨年度333人）  
湖西環境・緑化フェア 参加者 中止 （昨年度約170人） 

事業名：公共交通の利用を誘導する事業  （②モビリティマネジメントの実施） 
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事業名：公共交通の利用を誘導する事業（②モビリティマネジメントの実施） 

・公共交通利用促進のための動機付け資料
の作成（参考）平成30年度実施事業  
 平成30年度において、バスや鉄道などの公共交通
に親しんでもらうとともに、安心・快適に利用して
もらうため、バスに関する啓発資料として、「クル
マの使い方について考えてみませんか？」の冊子を
企画・作成した。 

・特定地域におけるモビリティ・マネジ
メントの実施 
（参考）平成30年度実施事業 
 バスに関する資料（コーちゃんバス時刻表、
クルマの使い方について考えてみませんか？、
お出かけプラン例）を自主運行バス浜名線沿線
に居住する住民を対象に配布し、各種資料の効
果や公共交通利用の変化の有無などを把握する
アンケートを実施した。 
 また、実施内容については、平成30年3月16日
に開催された「平成29年度第4回地域公共交通会
議」へ報告を行った。 
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事業名：公共交通の利用を誘導する事業（③免許返納者の優遇） 

・免許返納者への優遇措置の導入  
 平成29年4月から、公共交通機関の利用促進を図るこ
とを目的として、運転免許証を自主返納等した市民を
対象に、公布した日から２年分のコーちゃんバス無料
乗車券を発行している。 
 発行する際には窓口にて、交付申請者の住居地や生
活状況の聞き取りを行い、交付申請者に合った利用方
法を案内している。また、高齢者「運転免許証返納割
引」など、運転免許証を自主返納された方の特典・
サービスも合わせて説明している。 

平成30年9月末時点申請者数：318人 （利用者 7,528人） 

令和元年9月末時点申請者数：262人 （利用者 9,144人） 

令和  2年9月末時点申請者数：158人 （利用者 4,931人） 
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事業名：公共交通の利用を誘導する事業 
（④観光振興のための公共交通利用促進策の実施） 

・観光モデルルートの設定や市内バスツ
アーの実施  
 令和元年6月に、「コーちゃんバスを上手に利
用する会」と協力し、コーちゃんバスを使って観
光ガイドと宿場めぐりが体験できるツアーの企画
検討を実施した。 
 令和元年11月に、「コーちゃんバスを上手に利
用する会」及び新居地区にて活動されている「古
里ガイド」と協力し、白須賀地区及び新居地区の
宿場をめぐる観光ルートの検討を実際にコーちゃ
んバスに乗車して検討した。 
 検討したルートについては、令和2年春頃市民
へ周知することを計画していたが、コロナ禍が収
束するまで延期することとした。 

事業名：バスへの愛着（マイバス意識）を高める事業 
（ ①関係機関と連携した取り組み） 

・市内商業施設と連携したバス到着アナウンスの実施  
 協力していただける施設を選定中。 

・バス停オーナー制度の継続実施 
 平成25年4月から実施しているバス停オーナー制度について、今年度も継続して実施した。 
 （今年度 21社（増減なし）） 
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事業名：バスへの愛着（マイバス意識）を高める事業 
（②地域や企業、学校と連携した取り組み） 

・バス停周辺における環境整備、清掃、
緑化等 
 地元自治会と協力し、「新居弁天」バス停付
近の休憩所の清掃及び除草作業を行った。 
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・夏休み小学生50円バスの継続実施【継続】 
 小学生にコーちゃんバスへの愛着と親しみを持ってもらい、プールや海での海水浴、街へ
の買い物などに出かけてもらうこと目的に、毎年、東三河を運行するバス路線と連携して実
施している特別運賃割引き（小学生運賃が1乗車50円)を実施した。なお、コロナ禍により、
事前の啓発等については自粛した。 
実施期間：夏休み期間中（令和2年8月8日（土）～令和2年8月23日（日）） 
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事業名：バスへの愛着（マイバス意識）を高める事業 
（②地域や企業、学校と連携した取り組み） 

・中学校卒業生予定者を対象とした 
利用啓発活動の継続実施  等 
 令和2年3月に市内2高校（湖西高校、新居高校）
へ訪問し、新高校生へ右の冊子の配架を依頼した。 

・バスの日イベントでの啓発活動の実施  
 例年9月下旬に開催していた「湖西環境・緑化フェア」にパンフレット配布、バスの乗車体験
などの啓発活動を予定していた。 
 コロナ禍により同フェアが中止となったため、啓発活動も中止とした。 

事業名：バスへの愛着（マイバス意識）を高める事業 
④コーちゃんバスを上手に利用する会の取り組み） 

（コーちゃんバスを上手に利用する会の取り組み） 
・コーちゃんバスイメージアップの推進 
・企画乗車券の企画 等 
 利用者としての立場からのご意見をいただく貴重な場となっている。また、コーちゃん
バスを使って宿場をめぐるコース検討について、実際にコーちゃんバスに乗車して検討し
た。検討したルートについては、令和2年春頃市民へ周知することを計画していたが、コロ
ナ禍が収束するまで延期することとした。 

事業名：バスへの愛着（マイバス意識）を高める事業 
（③交通事業者と連携した取り組み） 
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事業名：多様な主体による取り組み 

・湖西市地域公共交通会議の継続的開催 
  12月23日（月） 10：00～ 令和元年度第3回   
  3月25日（水） 書面決議 令和元年度第4回  
  5月20日（水） 書面決議 令和２年度第1回 
   6月24日（水） 10：00～ 令和２年度第2回 
  8月26日（水） 15：00～ 令和２年度第3回 

・湖西市バス運行評価改善委員会の継続的開催  
 10月24日（水） 15：00～ 平成31年度第1回 
 11月22日（金） 10：00～ 平成31年度第2回 （昨年度の実施日） 

・コーちゃんバスを上手に利用する会の立ち上げ・継続的開催 
 今年度においては、2回のボランティアミーティングを開催し、意見交換や提案、今後
の利用促進策の検討を実施した。 

 令和元年度第2回 
  11月21日（木） 10：30～  
 令和2年度第1回 
  7月22日（水） 14：00～ 
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 ３．今年度評価及び来年度の取組提案 

※自己評価の三段階評価 
A：事業が適切に実施・検討された、効果が顕著 
B：事業が適切に実施・検討された、一定の効果がある 
C：事業が実施・検討されていない、改善が必要 

事業名 事業内容 今年度の取り組みに関する評価 来年度の取組提案 

公共交通軸 

①東海道本線 
・現行サービス水準での運行
【継続】(H29～R3実施) 

‐ 
サービス水準を維持して運行を継
続している。 

サービス水準を維持
して運行を継続する。

②天竜浜名湖線 
・現行サービス水準での運行
【継続】(H29～R3実施) 

‐ 
サービス水準を維持して運行を継
続している。 

サービス水準を維持
して運行を継続する。

③浜名線 
・現行サービス水準での運行
【継続】(H29～R3実施) 

‐ 
サービス水準を維持して運行を継
続している。 

サービス水準を維持
して運行を継続する。

④県境を越える新設路線 
・新設路線の検討 (H29～R3
検討)※P4 

Ｂ 

近隣市町（豊橋市）との情報交換
を令和2年1月9日に実施し、双方の
公共交通の現状、地域の実情、新
設路線への課題を共有した。 

需要と経費を比較し
ながら、今後も豊橋
市と情報交換を継続
していく。また、市
民や周辺企業からも
意見を聞きながら検
討する。 

拠点内巡回・
拠点アクセス 

 

①コーちゃんバス 
・現行サービス水準での運行
【継続】 (H29～ R1.9実施
)※P4～P12 

‐ 

サービス水準を維持して運行を継
続している。 
(各路線毎の評価を、P5～6に記
載） 

サービス水準を維持
して運行を継続する。

・路線の再編 
(H29～R1.9検討)(R1.10～実
施)※P13 

Ｂ 

効率的な運行による利便性の向上
と財政負担の軽減を両立させるこ
とを目的に検討を行った。（令和2
年10月1日に路線再編を実施） 

引き続き各バス停毎
の利用者数の推移な
どを見ながら、必要
な見直しを実施する。 

・運賃体系の見直し 
(H29～R1.9検討)(R1.10～実
施)※P13 

Ｂ 

利便性と財政負担の両立を考慮し、
かつ、分かりやすく利用しやすい
運賃体系とするために検討を行っ
た。また、小学生など通学利用者
の負担増へ配慮した運賃体系につ
いて検討を行った。（令和2年10月
1日に見直しを実施） 

持続可能な公共交通
機関となるように実
績等をみながら検討
を行う。 

②自主運行バス浜名線 
・現行サービス水準での運行
【継続】(H29実施、H30～R1
検討)※P13 

Ｂ 
コーちゃんバスへ編入し、サービ
ス水準を維持して運行を継続して
いる。 

サービス水準を維持
して運行を継続する。

・路線の再編 
(H29～R1.9検討)(R1.10～実
施)※P13 

Ｂ コーちゃんバスへ編入した。 
引き続き見直しを実
施する。 

・運賃体系の見直し 
(H29検討)(H30～実施)※P13 

Ｂ 
コーちゃんバスと同様に運賃体系
の変更を行った。 

持続可能な公共交通
機関となるように実
績等をみながら検討
を行う。 
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※自己評価の三段階評価 
A：事業が適切に実施・検討された、効果が顕著 
B：事業が適切に実施・検討された、一定の効果がある 
C：事業が実施・検討されていない、改善が必要 

事業名 事業内容 今年度の取り組みに関する評価 来年度の取組提案 

地域 
フィーダー 

①導入検討路線 
・導入に向けた検討(H29～R1.9
検討)※P14 

Ｂ 
新居地区の一部で導入について、
地元自治会と検討した。 

新居地区内の自治会への説明
や地元住民へのＰＲなどを実
施する。 

・実証実験 
(H29.12～H30.9実施)※P14 

Ｂ 

知波田地区において、コロナ禍
により啓発活動を行うことがで
きず登録世帯数が伸び悩んでい
るため、令和3年9月まで実証実
験を延長した。 

知波田地区内の自治会、民生
委員と引き続き連携し、利用
啓発を行いながら実証実験を
継続する。 

・本格運行(地域との合意を得
る)(H29.9～R3検討)※P15 

Ａ 

白須賀地区において、令和2年4
月から本格運行へ移行した。ま
た、利用者数も増加傾向であり、
新たな移動手段として地区に定
着している。 

利用啓発を行いながら運行を
継続する。 

タクシー 

①タクシー 
・公共交通としての機能・役割
に応じた適正なサービスの提供
（H29～R3実施） 

‐ 
サービス水準を維持して運行を
継続している。 

サービス水準を維持して運行
を継続する。 

乗継環境 
の整備 

①乗継拠点や主要なバス停の乗
継環境整備 
・拠点駅や主要なバス停での乗
継利便性の向上 
(H29検討)(H30～R3実施)※P16 

Ｂ 

車内において乗継案内チラシを
作成し情報提供を行うとともに、
交通マップや市ウェブサイト等
で周知を実施した。 

サービス水準を維持して情報
提供を継続する。 

公共交通に
関するわか
りやすい情
報を提供す
る事業 

①公共交通利用に係る積極的な
情報提供 
・バス停(コーちゃんバス)の案
内表示の多言語化の実施) 
(H29検討)(H30～R3実施)※P16 

Ｂ 
バス停修繕や更新時に合わせて
追加している。 

引き続き修繕及び更新時に合
わせて追加する。 

・公共交通マップの企画・作
成・見直し(H29～R3実施)※P17 

Ａ 

市内を運行する公共交通を網羅
した総合交通マップを作成し公
共交通の利用促進を図るため、
令和2年10月1日の再編及び運賃
改定に合わせて全体図を大幅に
拡大し、バス停位置が分かりや
すい設計とした。 

ダイヤ改正などで再度作成す
る際は、より分かりやすい公
共交通マップにするための見
直しを行う。 

・バス利用啓発ポスターの企
画・作成・見直し(H29～R3実施
)P18 

Ｃ 
今年度においては、コロナ禍に
より、企画・作成等については
自粛した。 

コロナ禍の状況により啓発内
容の変更等を行い事業を継続
する。 

②分かりやすい運行情報・乗継
情報の提供 
・公共交通マップへのわかりや
すい乗継情報の掲載等(H29～R3
実施)※P18 

Ａ 

令和元年10月ダイヤ改正に合わ
せて更新し令和2年10月1日改正
の総合交通マップについて、レ
イアウトの変更に合わせて更新
した。 

ダイヤ改正などで再度作成す
る際は、より分かりやすい公
共交通マップにするための見
直しを行う。 

・拠点駅におけるバス乗り場の
案内表示の設置(H29検討)(H30
～R3実施※P18 

‐ 
平成30年度において、拠点駅の
整備事業に合わせて設置した。
（R1自己評価：B） 

案内表示の維持管理を行う。 

・主要施設や主要バス停でのバ
スロケーションシステムの検討
(H29～R1検討)(R2～R3実施) 
※P18 

Ｂ 
導入に対しての費用対効果につ
いて検討中。 

スマートフォンの活用も含め、
利用者の年齢層、費用対効果
等を考慮し、導入の是非につ
いて検討を行う。 
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※自己評価の三段階評価 
A：事業が適切に実施・検討された、効果が顕著 
B：事業が適切に実施・検討された、一定の効果がある 
C：事業が実施・検討されていない、改善が必要 

事業名 事業内容 今年度の取り組みに関する評価 来年度の取組提案 

公共交
通の利
用を誘
導する
事業 

①公共交通の割引運賃の導入 
・バスの一日乗放題券等の企画
乗 車券の 導入 (H29 ～ R3実 施
)※P19 

Ｂ 
コーちゃんバスの片道定期券を
H30年2月から導入・販売した。 

既存の販売促進と併せてSNS
を活用した啓発を検討する。 

・天竜浜名湖線の小学校入学祝
い記念乗車券、敬老記念乗車券
の発行【継続】(H29～R3実施
)※P19 

Ｃ 
事業予算削減により、事業を行
わなかった。 

今年度と同様、事業を行わな
い。 

②モビリティマネジメントの実
施 
・小学生や高齢者を対象とした
乗り方教室の開催【継続】(H29
～R3実施)※P19 

Ｃ 
新型コロナウイルス拡大防止の
観点から延期とした。 

コロナ禍の状況により開催方
法の変更等を含めて検討し、
引き続き事業を継続する。 

・公共交通利用促進のための動
機付け資料の作成(H29～R3実施
)※P20 

‐ 
平成29年度において、動機付け
資料を作成した。（R1自己評
価：B） 

作成した資料について、イベ
ント時の啓発資料として活用
する。 

・特定地域におけるモビリティ
マネジメントの実施(H29～R3実
施)※P20 

‐ 
平成30年1月から入出、新所地区
にて実施した。（R1自己評価：
B） 

利用啓発における参考データ
として活用する。 

③免許返納者の優遇 
・免許返納者への優遇措置の導
入(H29～R3実施)※P20 

Ａ 
平成29年4月から運転免許証自主
返納等をした市民を対象に2年間
のバス無料乗車券を交付した。 

今年度に引き続き事業を継続
し、窓口での丁寧な利用案内
を実施する。 

④観光振興のための公共交通利
用促進策の実施 
・観光モデルルートの設定や市
内バスツアーの実施 
(H29～R1検討)(R2～実施)※P21 

Ａ 

「コーちゃんを上手に利用する
会」と「古里ガイド」と協力し、
観光ルートについてコーちゃん
バスに実際に乗車して検討を
行った。 

白須賀新居鷲津線の経路の見
直し、コロナ禍の状況をみな
がら内容の修正、市民への周
知等を検討する。 

バスへ
の愛着
（マイバ
ス意識）
を高める
事業 

 

①関係機関と連携した取り組み 
・市内商業施設と連携したバス
到着アナウンスの実施(H29～
R2.9検討)(R2.10～実施)※P21 

Ｂ 
協力していただける商業施設を
選定した。 

導入可否の判断も含めて引き
続き検討する。 

・バス停オーナー制度の継続実
施【継続】(H29～R3実施)※P21 

Ｂ 
オーナー数の増減はなく、継続
して実施した。 

路線の見直しに合わせ新たな
オーナーの募集や既存オー
ナーへの継続依頼を行う。 

②地域や企業、学校と連携した
取り組み 
・バス停周辺における環境整備、
清掃、緑化など(H29～R3実施
)※P21 

Ａ 
地元自治会と協力し、バス停休
憩所の除草作業を行った。 

自治会等へ協力を仰ぎながら
環境整備を進めていくととも
に他団体との連携についても
検討を行う。 
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※自己評価の三段階評価 
A：事業が適切に実施・検討された、効果が顕著 
B：事業が適切に実施・検討された、一定の効果がある 
C：事業が実施・検討されていない、改善が必要 

事業名 事業内容 今年度の取り組みに関する評価 来年度の取組提案 

バスへ
の愛着
（マイバ
ス意識）
を高め
る事業 

・夏休み小学生50円バスの継続
実施【継続】※P22 
・中学校卒業予定者を対象とし

た利用啓発活動の継続実施等
(H29～R3実施)※P22 

Ｂ 

夏休み小学生50円バスを実施
したが、啓発についてはコロ
ナ禍のため自粛した。（利用
者減少） 

コロナ禍の状況をみながら東
三河の自治体と連携しながら
事業を継続する。 
市内中学校への利用啓発用チ
ラシの作成と配布を検討する。

③交通事業者と連携した取り組
み 
・バスの日イベントでの啓発活
動 の 実 施  等 (H29 ～ R3 実 施
)※P22 

Ｃ 
「湖西環境・緑化フェア」が
コロナ禍により中止となった
ため、啓発活動も中止とした。

交通事業者と連携し啓発活動
を実施する。 
また、コロナ禍の状況により
啓発内容や方法についても検
討を行い事業を継続する。 

④コーちゃんバスを上手に利用
する会の取り組み 
・コーちゃんバスイメージアッ
プの推進、企画乗車券の企画 
等(H29～R3実施)※P22 

Ａ 

利用者としての立場からご意
見をいただく貴重な場となっ
ている。また、コーちゃんバ
スを使って宿場をめぐるコー
スについて、実際にコーちゃ
んバスに乗車して検討した。 

今年度に引き続き事業を継続
するとともに、検討したコー
スの周知などを実施する。 

多様な
主体に
よる取り
組み 

湖西市地域公共交通会議の継続
的開催【継続】※P23 

Ｂ 継続実施中 
今年度に引き続き事業を継続
する。 

湖西市バス運行評価改善委員会
の継続的開催【継続】※P23 
 

Ｂ 継続実施中 
今年度に引き続き事業を継続
する。 

コーちゃんバスを上手に利用す
る会の立ち上げ・継続的開催
【継続】※P23 

Ｂ 
平成29年に立ち上げ、今年度
は2回開催した。 

今年度に引き続き事業を継続
する。 

27 

28



事業名 事業内容 
今年度の取り組みに関する評

価 
来年度の取組提案 

拠点内
巡回・拠
点アクセ

ス 

①コーちゃんバス（白須賀
新居鷲津線） 
・現行サービス水準での運
行【継続】(R1.10～R2.9実
施)※P5 

Ｂ 

評価指標は、すべて「C」判
定であったが、コロナ禍の影
響を受ける前の実績（10月か
ら2月）は、減便率87.5%に対
して利用者数の前年比は
85.6%であった点、デマンド
型乗合タクシーへの移動手段
の転換があった点を考慮した。 

長大な路線のため便数が少なく、
乗車時間も長い。また、白須賀地
区において、デマンド型乗合タク
シーが運行しており、運行エリア
が重複している。地域住民の移動
ニーズや実態を把握し、それらに
合った路線の改善を検討する。
（現在検討中） 

②コーちゃんバス（白須賀
鷲津線） 
・現行サービス水準での運
行【継続】 
(R1.10～R2.9実施)※P6 

Ａ 

コロナ禍の状況にあっても、
平成28年と比較し利用者数増
加となった点、1便当たりの
平均乗車人数が1.3人増加し
ている点を考慮した。 

令和2年10月に路線再編を行ってい
るため、再編後の利用者数の推移、
利用者、運行事業者からの意見、
移動ニーズ、実態を把握しながら、
必要な見直しを行う。 

③コーちゃんバス（白須賀
岡崎線） 
・現行サービス水準での運
行【継続】 
(R1.10～R2.9実施) 
※P7 

Ｂ 

評価指標は、2つの指標は
「C」判定、市の負担額は
「B」判定であったが、1便当
たりの平均乗車人数は、0.4
人増加し「A」判定であった
点、デマンド型乗合タクシー
への移動手段の転換があった
点を考慮した。 

令和2年10月に路線再編を行ってい
るため、再編後の利用者数の推移、
利用者、運行事業者からの意見、
移動ニーズ、実態を把握しながら、
必要な見直しを行う。 

④コーちゃんバス（岡崎循
環線） 
・現行サービス水準での運
行【継続】 
(R1.10～R2.9実施) 
※P8 

Ｂ 

評価指標は、3つの指標が
「C」判定であったが、1便当
たりの平均乗車人数は、0.8
人増加し「A」判定であった
点を考慮した。 

令和2年10月に路線再編を行ってい
るため、再編後の利用者数の推移、
利用者、運行事業者からの意見、
移動ニーズ、実態を把握しながら、
必要な見直しを行う。 

  コーちゃんバス各路線別評価及び来年度の取組提案 

※自己評価の三段階評価 
A：事業が適切に実施・検討された、効果が顕著 
B：事業が適切に実施・検討された、一定の効果がある 
C：事業が実施・検討されていない、改善が必要 28 
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※自己評価の三段階評価 
A：事業が適切に実施・検討された、効果が顕著 
B：事業が適切に実施・検討された、一定の効果がある 
C：事業が実施・検討されていない、改善が必要 

事業名 事業内容 今年度の取り組みに関する評価 来年度の取組提案 

拠点内
巡回・拠
点アクセ

ス 

⑤コーちゃんバス（岡
崎鷲津線） 
・現行サービス水準で
の運行【継続】 
(R1.10～R2.9実施) 
※P9 

Ｂ 

評価指標は、2つの指標は「C」判
定、市の負担額は「B」判定であっ
たが、1便当たりの平均乗車人数は、
1.1人増加し「A」判定であった点
を考慮した。 

令和2年10月に路線再編を行ってい
るため、再編後の利用者数の推移、
利用者、運行事業者からの意見、
移動ニーズ、実態を把握しながら、
必要な見直しを行う。 

⑥コーちゃんバス（知
波田鷲津線） 
・現行サービス水準で
の運行【継続】 
(R1.10～R2.9実施) 
※P10 

Ｂ 

評価指標は、3つの指標が「C」判
定であったが、1便当たりの平均
乗車人数は、0.4人増加し「A」判
定であった点を考慮した。 

令和2年10月の路線再編により知
波田鷲津線を廃止し、入出新所
鷲津線を延伸することで新たに
「知波田入出線」として運行と
なる。再編後の利用者数の推移、
利用者、運行事業者からの意見、
移動ニーズ、実態を把握しなが
ら、必要な見直しを行う。 

⑦コーちゃんバス（鷲
津循環線） 
・現行サービス水準で
の運行【継続】 
(R1.10～R2.9実施) 
※P11 

Ｂ 

評価指標は、すべて「C」判定で
あったが、コロナ禍の影響を受け
る前の実績（10月から2月）は、減
便率85.0%に対して利用者数の前年
比は88.0%であった点を考慮した。 

他路線と重複する経路が多くあ
り需要が分散される点、一方通
行の経路であり、目的地まで遠
回りするケースがあり利便性が
低い点が課題であるため、運行
経路の変更及び短縮により、利
便性が向上するように路線の改
善を検討する。 
 

⑧コーちゃんバス（入
出新所鷲津線） 
・現行サービス水準で
の運行【継続】 
(R1.10～R2.9実施) 
※P12 

Ｂ 

評価指標は、すべて「C」判定で
あったが、コロナ禍の影響を受け
る前の利用者数（10月から2月）は、
令和元年度7,415人に対して令和2
年度9,312人であった点を考慮した。
（前年比109.7%） 

令和2年10月の路線再編により入出
新所鷲津線を延伸し、知波田鷲津
線を廃止することで新たに「知波
田入出線」として運行となる。再
編後の利用者数の推移、利用者、
運行事業者からの意見、移動ニー
ズ、実態を把握しながら、必要な
見直しを行う。 
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 ４. コーちゃんバス運行実績（令和元年10月～令和2年9月） 

30 

・白須賀新居鷲津線 
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・白須賀鷲津線 
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・白須賀岡崎線 
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・岡崎循環線 
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・岡崎鷲津線 
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・知波田鷲津線 
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・鷲津循環線 
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・入出新所鷲津線 
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 ５. デマンド型乗合タクシー運行実績（令和元年度） 

38 

・白須賀地区 

39



39 

○乗合率（1台あたりの乗車人員）

前年度末 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
便数 1281 147 150 119 152 165 129 170 177 170 166 178 157 1880

移動人数 1,458 181 189 154 201 202 159 221 196 206 212 229 191 2,341
乗合率 1.14 1.23 1.26 1.29 1.32 1.22 1.23 1.30 1.11 1.21 1.28 1.29 1.22 1.25

便数
移動人数

乗合率

1日あたり利用者数

1日あたり利用者数

1.20%

累計

3,799人
3,161便

○デマンド型乗合タクシーの収支率・利用者一人当たりの負担額

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
合計

収支率（Ｆ＝Ｄ/
Ｃ）

利用者一人当たりの
負担額（Ｅ/Ａ）

乗車人員(Ａ) 運行車両（Ｂ） 運行経費（Ｃ） 運賃収入（Ｄ） 市負担金（Ｅ）

154人 119台 328,400円 83,900円 244,500円

1,790円
189人 150台 408,800円 87,050円 321,750円 21.3% 1,702円
181人 147台 410,000円 86,050円 323,950円 21.0%

25.5% 1,588円
201人 152台 419,200円 108,700円 310,500円 25.9% 1,545円

1,725円
159人 129台 271,200円 85,200円 186,000円 31.4% 1,170円
202人 165台 457,200円 108,800円 348,400円 23.8%

1,602円
196人 177台 494,670円 105,300円 389,370円 21.3% 1,987円
221人 170台 477,980円 123,950円 354,030円 25.9%

229人 178台 489,370円 111,850円 377,520円

368,380円 22.9% 1,788円
212人 166台 469,840円 108,450円 361,390円
206人 170台 477,980円 109,600円

23.1% 1,705円
22.9% 1,649円
22.9% 1,772円

2,341人 1,880台 5,143,940円 1,219,650円 3,924,290円
191人 157台 439,300円 100,800円 338,500円

23.7% 1,676円
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・知波田地区 
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○乗合率（1台あたりの乗車人員）

前年度末 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

便数 28 26 21 26 25 126
移動人数 29 35 28 30 34 156
乗合率 1.04 1.35 1.33 1.15 1.36 1.24

便数
移動人数
乗合率

1日あたり利用者数

1日あたり利用者数

1.24%

累計

156人
126便

○デマンド型乗合タクシーの収支率・利用者一人当たりの負担額

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月

合計

収支率（Ｆ＝Ｄ/
Ｃ）

利用者一人当たりの
負担額（Ｅ/Ａ）

乗車人員(Ａ) 運行車両（Ｂ） 運行経費（Ｃ） 運賃収入（Ｄ） 市負担金（Ｅ）

29人 28台 67,260円 10,850円 56,410円 16.1% 1,945円

30人 26台 68,900円 13,300円 55,600円

53,850円 21.8% 1,539円
28人 21台 52,790円 11,150円 41,640円
35人 26台 68,900円 15,050円

21.1% 1,487円
19.3% 1,853円

1,635円

23.2% 1,399円

156人 126台 319,810円 64,750円 255,060円

34人 25台 61,960円 14,400円 47,560円

20.2%
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令和３年１月 6 日 

（件名） 

新居地区におけるデマンド型乗合タクシー(実証実験)の仕様について 

（産業部産業振興課） 

 

１ 趣旨 

令和 2 年 8 月 26 日(水)に開催された「令和 2 年度第 3 回湖西市地域公共交通会

議」にて、新居地区における公共交通の在り方について、討議をいただいた。 

その後運行区域となる各自治会等と協議を重ねた結果、以下の事項を仕様として

定め運行することとしたい。 

 

２ 仕様内容（概略） 

・ 実証実験期間 

   令和 3年 4月 1日(木)から令和 4年 3月 31 日(木) 

 

・ 運行区域 

 以下の自治会等の地域及び指定施設 

〇橋本自治会 

〇西浜名自治会 

〇内山自治会 

〇三ツ谷自治会 

〇新弁天町内会 

※前回（R2.8 月）の同会議における指摘を踏まえ、新弁天町内会を運行区域   

に追加。 

 

・ 利用対象者 

   住民基本台帳上、上記運行区域に居住の用に供する住民 

 

・ 指定施設 

P49 に記載 

 

・ 利用料金(運賃) 

新居地区内   400 円 

   鷲津地区    600 円 

   ※鷲津地区について、2人以上乗車の場合は一人当たり 200 円の割引 

    

・ 運行便数と運行時刻 

10 便（8：30、9：30、10：30、11：30、12：30、13：30、14：30、15：30、 

16：30、17：30） 

資料 2 
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・ 仕様書について 

別紙のとおり 

 

３ その他 

 ・ 本格運行への目標値 

   登録世帯数 15％（263 世帯） 

（対象地区世帯 1,751 世帯 令和 2 年 11 月 30 日時点） 

 

 ・ 利用啓発方法 

   導入地域の自治会及び町内会へ依頼し、チラシ及び登録申請書の各戸配付 

   導入地域の民生委員へ依頼し、担当地区の高齢者へ個別に啓発 

   導入地域の老人会へ依頼し、高齢者が集まる寄合等に訪問し、啓発 

   ※新型コロナウイルス感染拡大防止を徹底した形で実施する。 
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デマンド型乗合タクシー 
(新居地区の一部にて実証実験を開始します。) 

 ご予約いただいた方を運行時刻に合わせて順番に自宅までお
迎えに行き、希望する指定降車場所までを乗り合いで運行する
公共交通です。 

乗合タクシー 
   とは 

事前に 
利用登録が 
必要です！ 

1.  「利用登録申請書」をご記入のうえ、市役所、北部地区多
目的センターなどへ提出をお願いします。 

2.  後日、自宅に「湖西市デマンド型乗合タクシー利用者証」
が郵送されます。 

予約の際は、 
専用ダイヤル 

へ！ 

 予約の際は専用ダイヤル「053-472-8451（ﾊﾖｺｲ）」にお
願いします。（月曜日から金曜日の8：00から17：00まで） 
 

※電話予約の締め切りは、利用する便の7日前から出発時刻
の30分前までとなっております。また、8：30の便をご利用する
場合は前日の17時までに、17：30の便は当日の16：59まで
にご予約ください。 

④目的地(指定施設)で降車 
 降車の際に料金を支払います。 ③乗合で順番に移動 

※予約の状況に応じて運行ルートが 
変わります 

②自宅へお迎え 
乗車時に「ﾃﾞﾏﾝﾄﾞ型乗合ﾀｸｼｰ利用者証」を
提示して下さい。 

※複数名の予約があった場合は、乗り合っ
て運行します。また、お迎えの時間が遅く
なる場合があります。 

①予約の電話 
(１) 利用者の会員番号、名前 

(２) 利用したい日と利用する便の時刻 

            を伝えてください。 

会員番号○○○の湖西花子です。行
きの○時便のデマンドタクシーの予
約をお願いします。 

ご予約、承りました。 

利用方法の詳細は、☆運行のきまり☆ を 
ご覧ください！ 

帰りの予約も合わせて予約できます。 

お問い合わせ  
湖西市役所 Tel  053-576-4560 

令和3年4月1日から 
運行します！ 

資料2-1 
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☆運行のきまり☆ 

【利用できる方】 
 
 
 
【運行日】 
 
【運行経路】 
 
 
【運行時刻】 
 
 
【電話予約締切】 
 
 
【利用料金】 
（1人あたり料金） 

新居地区の西浜名、橋本、内山、三ツ谷、新弁天地区にお住まい
で、利用者登録をされた方 
※ご自身で乗車・降車できる方、又は介添人の介添えにより乗
車・降車ができる方に限る。 
 
月曜日～金曜日 ※土日、祝日、年末年始(12/29～1/3）は運休 
 
自宅から指定施設まで 又は 指定施設から自宅まで 
※指定施設間の移動はできません。 
 
8:30,9:30,10:30,,11:30,12:30,13:30,14:30,15:30,16:30, 
17:30 
 
8:30便   → 7日前から前日の17時までに予約 
9:30便以降 → 7日前から利用する便の出発時刻の30分前まで 
 
地区内移動（下表は１人あたりの料金となります。）※1 
 
 
 
 
 
 
 
鷲津地区移動（下表は１人あたりの料金となります。）※1 
 
 
 
 
 
 

 
※1 未就学児、乳児は無料です。ただし、利用者1人につき2人 
    まで。未就学児・乳児のみの利用はできません。 
※2 小学生、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手 
   帳を所持している方とその付添の方1人、コーちゃんバス等 
       無料乗車券を所持している方が対象となります。 

         乗車人数 
区分 

1人 2人 3人以上 

一般 400円 400円 400円 

半額利用対象者※2 200円 200円 200円 

         乗車人数 
区分 

1人 2人以上 

一般 600円 400円 

半額利用対象者※2 300円 200円 
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☆指定施設一覧☆ 

新居地区 鷲津地区 

公共施設 

JR新居町駅 
新居地域ｾﾝﾀｰ 
老人福祉ｾﾝﾀｰ 
新居図書館 

JR鷲津駅 
市役所･おぼと 

医療施設 

あらい青葉ｸﾘﾆｯｸ（JAとぴあ浜松新居
支店） 
あらい眼科（おおくぼｸﾘﾆｯｸ） 
ｸﾘﾆｯｸ井田 
すずき整形外科 
みなとｸﾘﾆｯｸ 
疋田医院 

市立湖西病院 
長尾ｸﾘﾆｯｸ 
西遠皮膚科ｱﾚﾙｷﾞｰｸﾘﾆｯｸ 
なかしま内科 
こいで整形外科皮膚科 
ありき眼科 
はやし耳鼻咽喉科 
牛田ｸﾘﾆｯｸ 

買物施設 
かきこや仲町店 
ｸｯｸﾏｰﾄ浜名湖西店 
ﾌｧﾐﾘｰﾌﾟﾗｻﾞあらい 

遠鉄ｽﾄｱ湖西店 
ｻﾞ･ﾋﾞｯｸﾞ湖西店 
ﾊﾞﾛｰ湖西店 

その他 
新居郵便局 
地域包括支援センター燦光 
浜松いわた信用金庫 新居支店 

Ａさん「明日の9：30の便で、
行先は「湖西病院」で予約を
お願いします。」 

Ｂさん「明日の9：30の便
で、行先は「湖西病院」で
予約をお願いします。」 

ありがとうござ
います。ご予約
を受け付けまし
た。 

例えば2人で湖西病院に行く予定の場合・・・ 

新型コロナウイルス感染予防に配慮しな
がら運行しております。利用者の方も感
染予防にご協力をお願いします。 
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問い合わせ先 湖西市役所 Tel 053-576-4560 

Ｑ1 デマン
ド型乗合タク
シーは一般タ
クシーと同じ
ですか？ 

Ａ1 デマンド型乗合タクシーは、一般タクシー
と違い、乗り合って「自宅」と「指定施設」を運
行する公共交通機関です。知波田地区に住んでい
る方で、事前に利用登録をすればどなたでも利用
できます。なお、事前の利用登録は無料で年間費
もかかりません。また、「指定施設」から「指定
施設」への利用はできません。 

デマンド型乗合タクシーの 

よくある質問!! 

Ｑ2 デマン
ド型乗合タク
シーの良いと
ころは？ 

Ａ2 デマンド型乗合タクシーの良いところは、一
般タクシーより料金が大幅に安いところです。また、
バスと違って、自宅まで迎えに来てくれるので、バ
ス停まで行く必要はありません。 

 

Ｑ3 シルバーカーや手
押し車、車いすは乗り
ますか？買った荷物も
運べますか？ 

 

Ａ3 車いすなどは1台であれば乗ります。
その他大きい荷物がある場合には、予約
時に相談してください。また、買った荷
物も運べます。 

Ｑ4 一度も
乗ったことが
ないから不安
で予約できな
い・・・ 

Ａ4 予約専用ダイヤルへ電話をしていただけれ
ば、ご利用者様の希望に沿った提案をいたしま
す。実際にデマンド型乗合タクシーに乗り降り
する際も一般タクシーと何ら変わりません。運
転手も優しく対応いたします。安心して、まず
は、お気軽に予約専用ダイヤルへお電話くださ
い。 

※（予約専用ダイヤル）053-472-8451 

Ｑ5 子供だ
けで利用でき
ますか？ 

Ａ5 小学生以上の方であれば保護者の同伴がなくて
もご利用は可能です。なお、未就学児の利用につい
ては、登録してある保護者の同伴が必要です。 
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湖西市デマンド型乗合タクシー 

運行業務仕様書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3年 4月 

湖西市 
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１． 適用範囲 

この仕様書は、湖西市が発注する湖西市デマンド型乗合タクシーの運行業務に

適用する。 

 

２． 目的 

湖西市における市民の日常生活に必要な移動手段を確保するため、湖西市デマ

ンド型乗合タクシー実証実験（以下、「デマンド型乗合タクシー」という。）の

運行業務を委託する。 

 

３． 委託事業の概要 

（１）運行区域等 

運行区域は白須賀地区及び知波田地区並びに新居地区とし、それぞれの地区内

及び地区外の指定施設（乗降場所）を指定する。 

 

（２）事業形態 

本市と受注者として選定された運行事業者（以下「運行事業者」という。）で、

この仕様書に基づく運行業務委託契約を締結し、運行事業者は、道路運送法に

よる一般乗合旅客自動車運送事業の許可を受けて運行を行うものとする。 

 

（３）委託期間 

契約締結日から令和４年３月 31 日まで 

 

（４）運行方法 

道路運送法第４条による乗合運行。 

 

（５）業務に必要とされる要件 

① 運行業務、運行管理業務及び車両管理業務等を行える設備や体制が整っ

ていること。 

② 上記運行区域において、契約締結日から業務遂行に関し必要な各種法令

に基づく許可、認可、免許等を有していること又は有することが確実な

こと。 

③  運行事業者は、運輸局への申請・許認可に関する業務をはじめ、運行を

開始するために必要な手続きについて、遅滞なく確実に行うこと。 

 

（６）デマンド型乗合タクシーの運行内容 

① 利用対象者 

ア． 利用対象者は、白須賀地区及び知波田地区並びに新居地区の住民

とする。 

イ． 未就学児だけの利用はできないこととする。 
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ウ． 運行車両への乗り降りに、乗務員の介助を必要としないこと。 

② 利用登録 

ア． デマンド型乗合タクシーの利用者は、登録制とし、必要事項（住

所、氏名、連絡先等）を記載した登録申請書を基に登録手続きを

行う。 

イ． 市では、記載内容を確認し、利用者番号、氏名等を掲載した利用

者登録証を無料で発行（郵送）する。 

ウ． 受託者へ必要な利用者情報を提供する。 

③ 利用方法 

ア． 事前に運行事業者へ直接電話にて予約することとし、復路（帰り） 

の便が必要な場合も併せて予約する。同乗する未就学児について

も予約を必要とする。 

イ． 予約受付時間は、月曜日から金曜日の午前８時から午後５時まで

とする。日曜日、祝日、年末年始（12 月 29 日～１月３日)を除く。   

ウ． 予約受付は、７日前から各便の 30 分前までとする。ただし、運

行時間が 8時 00 分及び 8時 30 分の便は、前日の午後５時までの

受け付けとする。 

④ 運行目的地 

ア． 白須賀地区 

≪白須賀地区内≫ 

≪鷲津地区≫ 

≪新居地区≫ 

≪岡崎地区≫ 

      イ． 知波田地区 

≪知波田地区内≫ 

≪鷲津地区≫ 

≪新居地区≫ 

≪岡崎地区≫ 

≪入出・新所地区≫ 

      ウ． 新居地区 

 ≪新居地区内≫ 

≪鷲津地区≫ 

⑤ 運行日 

月曜から金曜日とする(運休日を除く)。 

⑥ 運休日 

土曜日及び日曜日、祝日、年末年始（12 月 29 日～１月３日）とする。 

⑦ 運行経路等 

ア． デマンド型乗合タクシーの予約状況を基に、運行事業者が効率的

な運行ルートを作成し、利用者の乗降を繰り返す。 
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イ． 利用者宅と運行目的地（乗降場所、指定施設等）を結び、これら 

以外の乗降はできないものとする。また、指定施設から指定施設

への移動はできないものとする。 

 

⑧ 利用料金（運賃） 

ア． 白須賀地区 

≪白須賀地区内≫300 円 

≪鷲津地区≫800 円 

≪新居地区≫800 円 

≪岡崎地区≫800 円 

      イ． 知波田地区 

≪知波田地区内≫300 円 

≪鷲津地区≫700 円 

≪新居地区≫1,000 円 

≪岡崎地区≫700 円 

≪入出・新所地区≫500 円 

ウ． 新居地区 

≪新居地区内≫400 円 

≪鷲津地区≫600 円 

 

※湖西市が発行する湖西市高齢者バス・タクシー乗車券も運賃収入に含 

む。 

※運賃収入は、現金・回数券・湖西市高齢者バス・タクシー乗車券にて 

徴収するものとする。 

⑨  割引料金 

   2 人以上乗合が発生した場合について、以下の表に基づき一人当たり

料金を割り引くものとする。 

  ≪白須賀地区≫ 

地区区分 2 人乗車 3 人以上乗車 

地区内 割引なし 割引なし 

鷲津・新居・岡崎地区 200 円割引 300 円割引 

 

  ≪知波田地区≫ 

地区区分 2 人乗車 3 人以上乗車 

地区内 割引なし 割引なし 

鷲津・新居・岡崎地区 200 円割引 300 円割引 

入出・新所地区 割引なし 割引なし 
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≪新居地区≫ 

地区区分 2 人以上乗車 

地区内 割引なし 

鷲津地区 200 円割引 

 

また、下記の者については、乗合が発生した際の料金を割り引いた後、

下記に示すように料金を割引くものとする。 

   ・同伴者１人につき未就学児２人まで：【無料】 

   ・湖西市コミュニティバス等無料乗車券を所持している方：【半額】 

・小学生：【半額】 

・身体障害者手帳及び療育手帳、精神障害者保健福祉手帳を所持して

いる方と、その付添人１人：【半額】 

・2 人以上乗合が発生した場合については、上の表に基づいて運行区

域は白須賀地区及び知波田地区並びに新居地区とし、それぞれの地

区内及び地区外の指定施設（乗降場所）を指定する。 

 

      ≪全地区共通事項≫ 

⑩  運行便数と運行時刻 

   ア．白須賀地区 

8:00・9:00・10:00・10：30・11:00・11：30・12:00・12：30・

13:00・14:00・15:00・16:00・17：00 

      イ．知波田地区 

         8:30・9:30・10:30・11:30・12:30・13：30・14:30・15:30・16:30・

17：30 

ウ．新居地区 

         8:30・9:30・10:30・11:30・12:30・13：30・14:30・15:30・16:30・

17：30 

 

⑪  事業費の考え方 

委託契約を締結する際に１運行当たりの事業費（運行費）を確定し、こ

の運行費（割引料金を含む）と利用者からの乗車賃（利用料金）の差額

を委託料として市が支払う。 

また、運賃収入の他、回数券や車内・車外広告及び地域公共交通確保維

持改善事業費補助金等の補助金額も運行経費から差し引くものとする。 

⑫  運行車両 

ア． 運行事業者が所有する一般乗用旅客事業に使用する５人未満の

乗車定員の車両を使用する。 

イ． 車両の運行台数は、予備車両を含め 26 台以上とする。 

※予想される配車に対して滞りなく対応すること。 
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ウ． 運行事業者は運行開始日までに車両を準備し、本市の確認を受け

ること。 

   ⑬  指定施設等については、湖西市地域公共交通会議、運行事業者と協議の

上決定する。 

 

４． 委託業務の範囲 

（１）白須賀地区及び知波田地区並びに新居地区のデマンド型乗合タクシーの利用

予約に関すること。 

（２）白須賀地区及び知波田地区並びに新居地区のデマンド型乗合タクシーの運行

に関すること。 

（３）白須賀地区及び知波田地区並びに新居地区のデマンド型乗合タクシーの利用

料金の徴収に関すること。 

（４）白須賀地区及び知波田地区並びに新居地区のデマンド型乗合タクシーの運行

管理及び運転者に関すること。 

（５）車両及び車両搭載機器の保管、整備管理及び修繕に関すること。 

 

５． 運行管理 

（１）運行事業者は、利用者を安全かつ確実に輸送するよう運行を管理すること。 

（２）運行事業者は、許認可に係る証書の写し、業務従事者及び運行管理者名簿、車 

両、事故及び苦情等の処理体制を示した書類等を産業振興課に提出すること。 

なお、その後の異動についても同様とする。 

（３）運行事業者は、毎月原則５日までに前月の運行及び車両管理状況、乗降者数、

運賃収入等の報告書及び本市の指示する資料を産業振興課に提出すること。 

（４）車両の点検・車検又は故障等による代車については、運行の支障のないように

同等品以上の車両を準備し、運行すること。 

 

６． 委託料、運行経費、収入 

（１）委託料は、委託期間内における「１運行に係る運行費用」の合算額から「１運

行によって徴収した利用料金」及び回数券や車内・車外広告及び地域公共交通

確保維持改善事業費補助金等の補助金額を差し引いた金額とする。この場合に

おいて、当該利用料金の合算額が運行費用の合算額と同額又は上回ったときに

は、委託料は発生しないものとする。 

また、燃料費の高騰及び運賃改定等運行事業者の責に帰さないやむを得ない事

由により運行費用が増加した場合は、発注者と受注者とが協議するものとし、

必要に応じて変更契約を行うことができる。 

 

（２）運行分の請求は次の期日までに請求するものとする。 

令和３年７月 10 日（令和３年４月１日から令和３年６月 30 日までの運行分） 

令和３年 10 月 10 日（令和３年７月 1日から令和３年９月 30 日までの運行分） 
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令和４年１月 10 日（令和３年 10 月 1日から令和３年 12 月 28 日までの運行分） 

令和４年４月 10 日（令和４年１月４日から令和４年３月 31 日までの運行分） 

市は、請求を受理してから 30 日以内に委託料を払うものとする。 

（３）利用料金の合算額が運行費用の合算額を同額若しくは上回った場合は、市は、

当該金額を速やかに委託運行事業者に請求するものとし、運行委託事業者は、

請求を受けた日から市が指定する口座に、期日内に支払うものとする。 

（５）運行経費 

  経費には以下のものを含むこととする。 

   ・人件費（運転業務及び指定施設毎の乗降記録を含む） 

   ・燃料油脂費 

   ・車両の調達費 

   ・車両の修繕、点検、保管費 

   ・課税公課（自動車税・自動車重量税） 

   ・保険料（自動車損害賠償責任保険料掛金、自動車任意保険料掛金） 

   ・その他業務に必要な経費 

 

７． 委託事業上の注意事項 

（１）事業者は、事故の発生等により業務の遂行に障害が発生した場合には、乗客の

安全確保や各関係機関への連絡、代替車両の手配など、速やかな対応が可能な

法人であること。 

（２）地域公共交通確保維持改善事業費補助金等の国又は県の補助金交付申請に必

要な資料の提供ができること。 

（３）法人又はその代表者が次のいずれかに該当する場合は、運行事業者となること

ができない。 

① 日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴

力で破壊することを主張する政党その他団体を結成し、又はこれに加入した者。 

② 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の4の規定に該当する者。 

③ 湖西市から入札参加停止措置を受けている者。 

④ 正当な理由なく個人住民税の特別徴収を行っていない者。 

⑤ 納期の到来している国税、県税及び市税を滞納している者。 

⑥ 会社法（平成 17 年法律第 86 号）に基づく特別清算の申立てがなされた者及び 

開始命令がされている者（平成 17 年 6 月改正前の商法（明治 32 年法律第 48

号）に基づく会社整理若しくは特別清算の申立て又は通告がなされた者及び開

始命令がされている者を含む。）。 

⑦ 民事再生法（平成 11 年法律第 225 号）に基づく再生手続き開始の申立てがな 

された者及びその開始決定がされている者。 

⑧ 会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）に基づく更生手続き開始の申立てがな

された者及びその開始決定がされている者。 

⑨ 破産法（平成 16 年法律第 75 号）に基づく破産手続き開始の申立てがなされた 
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者及びその開始決定がされている者。 

⑩ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第2条第2項に掲げる暴力団 

及びそれらの利益となる活動を行うもの。 

 

８． 特記事項 

（１）事故等の報告 

デマンド型乗合タクシーの運行業務等において、事故等緊急事態が発生したと

きは、速やかに市へ報告し、対応を協議するものとする。 

（２）本市は、必要に応じて実施状況の報告を求めることができる。 

（３）聞き取り調査 

ア タクシー車両内において、利用者アンケート調査を実施し、利用者の意見

や要望を聞き取る。 

イ 調査後速やかに調査結果をまとめ、報告書を作成する。 

ウ 調査日：運行期間内で本市の指示により決定し、１年間に１日程度とする。 

（４）損害賠償責任 

事故、故障等による自動車の破損、その他運転者の行為により人身、財物等に

損害を与えたときは、原因のいかんに関らず運行事業者の責任とする。 

（５）協議の場の設置 

本業務の実施期間中、次の事項を協議する場を設置することができるものとす

る。 

① 業務実績報告書についての質疑応答に関する事項。 

② 安全管理、車両管理に関する事項。 

③ 苦情、要望事項。 

④ 運行方法等に対する改善提言に関する事項。 

（６）資料提供の協力等 

市の求めにより運行に関する資料の提供、運行内容を協議する会等への参加に

ついて協力するものとする。 

（７）個人情報の取り扱い 

当該委託業務を処理するために個人情報を取り扱う場合には、湖西市個人情報

保護条例（平成平成 17 年 3 月 25 日湖西市条例第７号）の目的に鑑み適切に処

理しなければならない。 

（８）再委託の禁止 

第三者に対し、委託業務の一部又は全部の実施を委託してはならない。 

（９）関係法令等の遵守 

委託業務の履行に関し、道路運送法（昭和 26 年法律第 183 号）、その他の関係

法令を遵守しなければならない。 

(10) 疑義事項 

本仕様書に定めなき事項又は疑義を生じた事項については、市と運行事業者の

協議の上、誠意をもってその解決にあたるものとする。 
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(11) 補助金の申請手続き等 

   運行事業者は、国庫補助の「地域公共交通確保維持改善事業」や、静岡県の「市

町自主運行バス事業費補助金」等の補助金交付を受けるための申請書作成や交

付額決定後の支払請求書提出等の必要な手続きを行う。 

(12) 契約 

   実証実験後、“(13)契約の解除”に該当しない場合については、“３（３）委託

期間”の翌年度及び翌々年度に限り公共交通会議に諮り契約できるものとする。 

(13) 契約の解除 

   本市は、次のいずれかに該当すると認められたときは、契約の全部または一部

を解除することができる。 

   ア 運行事業者が契約に定める義務を履行しないとき。 

   イ 運行事業者の責に帰する理由により、運行期間内に運行業務を完了する見

込みがないことが明らかになったとき。 

 

９．その他 

（１）運行事業者は、関係法令遵守の上、本運行業務を遂行するものとする。 

（２）運行期間中に発生した、本運行業務に伴う不慮の事故等に係る一切の責務 

は、運行事業者が負うものとする。 

（３）運行事業者として選定後、契約締結に先立ち、公共交通会議の委員として 

参加を要請する場合があるので、対応すること。なお、契約締結後は公共 

交通会議の委員として任命することを条件とする。 

（４）公共交通会議での協議により、運行開始後に運行サービス水準（運行区域、 

運行ダイヤ、運行日、運行車両、料金など）を変更する場合があるので公共 

交通会議で承認が得られた場合は対応すること。 

（５）業務実績報告書、車両明細書、利用者明細書は別紙のとおり。 
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別紙 業務実績報告書 

 

実務実績報告書 

 

   年   月   日 

（宛て先） 

湖西市長 

                       所在地   

                       名 称    

                       代表者          ㊞ 

 

 湖西市デマンド型乗合タクシー運行業務委託契約書第9条に基づき運行状況を次の

とおり報告します。 

 

【   年   月】 

1. 乗車人員     0 人   内、白須賀地区 

               一般 0 人、障害者 0 人、返納 0 人、 

               付添人 0 人、小学生 0 人、幼児 0 人 

               知波田地区 

               一般 0 人、障害者 0 人、返納 0 人、 

               付添人 0 人、小学生 0 人、幼児 0 人 

新居地区 

               一般 0 人、障害者 0 人、返納 0 人、 

               付添人 0 人、小学生 0 人、幼児 0 人 

 

 

2. 運行車両数    0 台（内、白須賀地区   0 台、知波田地区   0 台、 

 新居地区   0 台） 

3. 運行経費     0 円（内、白須賀地区   0 円、知波田地区   0 円） 

     新居地区   0 台） 

4. 運賃収入     0 円（内、白須賀地区   0 円、知波田地区   0 円） 

 新居地区   0 台） 

5. 委託運香料    0 円（３－４） 

6. その他 

※注意 

   (1)本報告書に「明細書」を添付して提出してください。 

    (2)その他には、道路交通法第 72 条第 1 項の交通事故、自動車事故報告規則第 2 条の重大事故、旅客自

動車運送事業運輸規則第3条により処理された苦情又はそのた特出すべき事項について記載してくだ

さい。 
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別紙 車両明細書 

 

湖西市デマンド型乗合タクシー車両明細書（     地区   年    月分） 

車両 

NO.  

運行日 

方面 

区分 

便 

区分 

利用者数 

運行経費 

（円） 

運賃収入 

（円） 

委託料 

申請額 

（円） 

走行㌔   

運転手 

氏名 計 大人 障害者 付添人 幼児 返納   

うち実車 

走行㌔ 

1                               

2                               

3                               

4                               

5                               

6                               

7                               

8                               

9                               

10                               

11                               

12                               

13                               

14                               

15                               

16                               

17                               

18                               

19                               

20                               

21                               

22                               

23                               

24                               

25                               

26                               

27                               

28                               

29                               

30                               

計                                              
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別紙 利用者明細書 

 

湖西市デマンド型乗合タクシー利用者明細書（     地区   年    月分） 

車両 

NO.  

運行

日 

方面 

区分 

便 

区分 

ｴﾘｱ 

区分 

会員 

No 

利用者 

区分 

乗車場所 降車場所 

運賃収入 

（円） 

運行㌔ 

（km） 

予約 

車両

No   

1                         

2                         

3                         

4                         

5                         

6                         

7                         

8                         

9                         

10                         

11                         

12                         

13                         

14                         

15                         

16                         

17                         

18                         

19                         

20                         

21                         

22                         

23                         

24                         

25                         

26                         

27                         

28                         

29                         

30                         

計                         

 

62



令和 3年 1月 6日 

（件名） 

 

静岡県地域間幹線系統確保維持改善事業評価と取り組み案について 

 
  (産業部産業振興課) 

 

１ 要旨 

   県の事業として実施している地域間幹線系統確保維持改善事業において、

事業の実施状況の確認や目標の達成状況等の評価を行っている。この評価

結果に対する取組方針等について、市が開催する地域公共交通会議で協議

し提出することとなっているため、県及び事業者からの説明を受け、市の

取組方針等について協議を依頼する。 

 

２ 説明内容 

  （１）幹線の事業評価及び県全体の評価概要について（県） 

  （２）幹線の利用状況・重要性などについて（運行事業者） 

  （３）取組方針等の協議（市） 

資料 3 
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0

静岡県交通基盤部都市局地域交通課

地域間幹線系統に関する事業評価
　　令和２年度

1

３
1

日常生活における通勤、通学、通院の流動実態等から、
結びつきの強い市町の組み合わせを交通圏として設定。（出典：中部運輸局「中部の交通圏」）
圏内や圏域を跨ぐ広域的な移動を支える一つの手段が「地域間幹線系統」です。

出典：地域間幹線バスが地域で役立つようにするために（監修：中部運輸局）
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2

収支から見る乗合バス事業の全体像と幹線系統の位置付け

運
行
主
体
：
事
業
者

黒
字

赤
字 市町内完結

・市町が補助
・一部国が補助

複数市町を跨ぐ
（地域間幹線系統）
・一部国・県が補助

：
市
町

自主運行バス

事業者単独の維持が困難で、
①１日当たりの輸送量が
   15人～150人

②１日当たりの運行回数が
   ３回以上
などの条件を満たす。

=

地域間幹線系統
（補助対象事業）

単独市町内完結 複数市町を跨ぐ

事業者が単独運行

2

3

60

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

0

10

20

30

40

50

60

70
補助対象系統数（右目盛り）

368,184県の補助額（左目盛り）

（単位：千円） （単位：系統）

※R2は予算額

3
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4

３

○補助対象事業が適切に行われているか確認する
○評価結果を分析し、事業改善に繋げる
→補助対象事業をより効果的、効率的に実施するため

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱
　第３条
　　５　協議会※は、補助対象事業ごとに補助対象事業について

評価を行い、その結果について地方運輸局又は地方航空局
の長に報告しなければならない。

（参考）事業評価実施の根拠

4

※本県においては静岡県生活交通確保対策協議会を指す。

5

３

項　目 評価する内容 評　価
①運行回数 計画値に対する実績値 計画数以上：３点

計画数未満：０点

②収支率 実績値 30％未満：０点（５％毎に３点加算）
55％以上：18点（満点）

③乗車人員 計画値に対する実績値 ５％超：６点、　△５％以上５％未満：３点
△５％超：０点

④ネットワーク構成 鉄道等への乗換可能拠点数 鉄道駅及びバスターミナルでの結節：１箇所２点
その他のバス停での結節：１箇所１点

⑤広域移動状況 市町を跨いで移動する人の割合 ５％未満：０点（５％毎に５点加算）
20％以上：20点（満点）

⑥キロ当たり経費 国が示す標準単価との比較 単価以上：０点（△５％毎に５点加算）
△15％超：12点

合　　計
Ａ評価：52～79点
Ｂ評価：26～51点
Ｃ評価：0～25点

次の項目を点数化し、合計点をＡ・Ｂ・Ｃで評価

5
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6

Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 系統数

山梨交通 ０　 １ ０ １

秋葉バスサービス ２ ２ ０ ４

遠州鉄道 ３ １７ ４ ２４
しずてつジャストライン ０ １０ １ １１

富士急モビリティ（旧：富士急行） ０ ４ 0 ４

富士急バス １ ０ ０ １

富士急静岡バス ３ 1 0 ４

富士急シティバス １ ５ 0 ５

伊豆箱根バス ０ 1 0 １

東海バス（旧：新東海バス・南伊豆東海バス） １ ２ 0 ３

水窪タクシー ０ １ 0 １

合　計 １０ ４４ ５ ５９

6

7

６

バス利用者数の比較（4月～９月の対前年比）

7
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8

8

運転席周辺の
飛沫感染防止
シート設置

車内のアルコール

消毒

雨天時換気用
バイザー設置

［その他］

・座席使用制限

・啓発ポスターの掲示

など
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令和２年度地域間幹線系統の事業評価結果（概要）

１ 事業評価の目的

事業評価は、静岡県生活交通確保対策協議会が定めた静岡県地域間幹線系統確保維持計

画に位置づけられた補助対象系統について、事業の実施状況の確認や目標の達成状況等の

評価を行い、市町が開催する地域公共交通会議等における評価内容に対する議論・検討の

活性化や広く県民に内容を公表することによる理解の促進など、補助対象事業が効果的、

効率的に実施されることを目的として実施している。

２ 評価項目

【各項目に評価点を設定し、合計点に応じて以下のとおり評価】

３ 事業評価結果の概要

全体評価：Ｂ（参考：H30:Ｂ、R1:Ｂ）

・補助対象系統全 59 系統中、Ａ評価：10 系統、Ｂ評価：44 系統、Ｃ評価：５系統

・平均評価点数がＢ評価（40.8 点）であることから、全体評価を『Ｂ』とした。

・各系統の評価結果は別添「令和２年度地域間幹線系統総合評価一覧表」のとおり。

項 目 内 容

前
提
事
項

(

点
数
無)

主な運行目的 利用実態等を含めた当該系統の運行目的

増収策 路線維持のための増収策

費用削減策 路線維持のための費用削減策

評
価
事
項

運行回数 計画運行回数に対する実績運行回数を評価(３点満点)

収支率 実績値を評価(収支率 55％以上満点)

乗車人員 計画値に対する実績値を評価(+５％以上満点)

ネットワーク構成 鉄道等への乗換可能な拠点数を評価(上限 20 点)

広域トリップ状況 バス利用者の市町を跨ぐ移動割合を評価(20％以上満点)

キロ当たり経費 国上限単価と事業者単価を比較(国単価比-20％超満点)

拠点等アクセス状況 バス停から半径 500m 以内の拠点施設を記載(評価点無)

評 価 内 容

Ａ（52～79 点） 地域間幹線系統として優れた役割を果たしている

Ｂ（26～51 点） 地域間幹線系統として適した運行となっている

Ｃ（ 0～25 点） 地域間幹線系統として改善に努力を要する
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地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート 4 （様式１）

計画策定年度 令和元年度 運行期間 評価年度

（１）基本的事項

項目 基準
計画

（目標）
運行実績
（内容）

主な運行目的 事業者記載事項 － 別紙

増収策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

費用削減策
事業者計画と実績を
比較

－ 別紙

項目 評価基準
計画

（目標）
運行実績
（内容）

評価
点数

備考

(1,098.0)回 (1,098.0)回 3

(3.0回/日) (3.0回/日)

収支率 実績収支率 57.7% 46.2% 12

乗車人員
計画人員と運行実績と
の比較

75,555人 60,496人 0

ネットワーク
構成

他の系統の乗換可能
なアクセス拠点（バス
停等）の数

－
拠点（4）箇所

バス停（5）箇所
13

主な拠点及
びバス停を
別紙に記載

広域トリップ
状況

市町跨ぎの移動割合
（H13.3.31現在の市町）
（運行実績による）

－ 7.8% 5

公共施設・
拠点施設
アクセス状況

実施設数
（バス停から半径500m
以内に存在する
学校（小・中・高・大・専
門学校）
病院（主なもので可）
拠点商業施設・企業
（主なもので可）
その他（官公庁・駅等）

－

可美中学校
篠原小学校
新居小学校

スズキ
湖西病院

湖西市役所
舞阪協働ｾﾝﾀｰ

JR浜松駅
JR高塚駅
JR舞阪駅

JR弁天島駅
JR新居町駅
JR鷲津駅

キロ当たり
経費

補助対象年度の前年
度の国が定める地域
キロ当たり経常費用単
価との比較

－ 412.31円 0

合計 33 評価指標 A　 ・　 B　 ・　 C

A（52～79点）：地域間幹線系統として優れた役割を果たしている
B（26～51点）：地域間幹線系統として適した運行となっている
C（  ～25点）：地域間幹線系統として改善に努力を要する

運行回数
事業者計画数と
運行実績との比較

計画数以上　３点
計画数未満　０点

（国土交通大臣が認める除外運
行回数は除く）

計画（目標）
は表２記載

のもの

計画数＋５％　６点
計画数±５％　３点

計画数－５％未満　０点

拠点（駅・BT）　１件２点
その他のバス停　１件１点

限度２０点

～４％　　　　　０点
５～９％　　　　５点
１０～１４％　１０点
１５～１９％　１５点
２０％～　　　２０点

－

単価以上　　　   　   ０点
単価～－５％ 　   　 ３点

単価－６～－１０％　 　　 ６点
単価－１１～－１５％　 　 ９点

単価－１６～－２０％超　 １２点

有　　  ・　　　無 事業者ごとの取組を記載

（２）各項目の評価

評価

　　～２９％　０点
３０～３４％　３点
３５～３９％　６点
４０～４４％　９点

４５～４９％　１２点
５０～５４％　１５点
５５％～　　　１８点

評価 備考

A　 ・　 B　 ・　 C

A：運行目的どおり適切に実施
B：減便・系統短縮等、運行目的どおり実施さ
れていない点があった
C：運行目的どおり実施されなかった（路線廃
止）

有　　  ・　　　無 事業者ごとの取組を記載

事業者名 遠州鉄道株式会社
系統名（起点～経由地～終点） 浜名線（浜松駅～舞阪協働センター～湖西市役所）

令和元年10月1日～令和2年9月30日 令和2年度
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地域間幹線系統確保維持計画系統別評価補足シート （補足）

項目 評価基準
計画

（目標）
運行実績
（内容）

備考

(1,098.0)回 (1,098.0)回

(3.0回/日) (3.0回/日)

収支率 計画値に対する実績値 57.7% 46.2%

乗車人員
計画人員と実績人員

を比較
75,555人 60,496人

運行回数
年間計画運行回数と
実績運行回数を比較

【4/15～4/24】
緊急事態宣言および学校の休校措置を受
けて平日開校ダイヤを平日閉校ダイヤに
変更

【5/7～5/24】
緊急事態宣言および学校の休校措置を受
けて当期間は全て土日祝ダイヤにて運行

【8/3～8/14】
利用状況を踏まえ当期間は全て土日祝ダ
イヤにて運行

運行回数表
参照

新型コロナウイルス感染症による影響

運送収入（前年同月比）　※概況
4月　約51％
5月　約54％
6月　約80％

乗車人員（前年同月比）　※概況
4月　約48％
5月　約53％
6月　約91％

事業者名 遠州鉄道株式会社
系統名（起点～経由地～終点） 浜名線（浜松駅～舞阪協働センター～湖西市役所）

（２）各項目の評価
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（１）基本的事項

項　　目 内　　　　容

主な運行目的
湖西市から旧新居町・旧舞阪町を経由し、浜松駅に至る路線。鷲津駅や新居町駅等ＪＲ駅への接続をしてい
る。市立湖西病院への通院や通勤、通学の手段として、欠かせない路線となっており、路線の維持とともに輸
送量15人の確保を目標とする。

増収策

●事業者としての取組

【計画】
①運賃箱から取得されるバスの全運行データを活用して現況を把握し、旅客動向に応じたダイヤを作成。
②グループ共通ポイントカードと連携して、ICカード乗車券のオートチャージ（自動積み増し）の利用を促進。
③高齢の免許返納者向けに、格安の全線定期券の販売を強化。
④定期券の継続購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口へ設置した発券機にて定期券を発行す
るサービスを促進。
⑤定期券の新規購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口での受け渡しのほか配送でご自宅や最
寄りコンビニエンスストアへ届けるサービスを開始。
⑥大手私鉄が提供するスマートフォン用MaaSアプリにおいて、デジタルフリー乗車券を販売開始。

【実績】
①旅客動向の分析を行い、令和元年10月と令和2年4月にダイヤ改正を実施。
②ICカード乗車券のオートチャージ（自動積み増し）の利用を促進。
③高齢の免許返納者向けに、格安の全線定期券の販売を実施。
④定期券の継続購入に対して、WEBで申し込みを受け付け、営業窓口へ設置した発券機にて定期券を発行す
るサービスを展開。
⑤定期券の新規購入に対して、ＷＥＢで申し込みを受け付け、営業窓口での受け渡しのほか配送でご自宅や
最寄りコンビニエンスストアへ届けるサービスを展開。
⑥大手私鉄が提供するスマートフォン用MaaSアプリにおいて、デジタルフリー乗車券を販売。

費用削減策

●事業者としての取組
【計画】
①デジタルタコグラフのデータを使って、個人毎の運転特性を把握して、適切な指導を行うことで有責事故防止
や燃料費抑制を図る。
②営業所の営業時間の変更や窓口の閉鎖を行うことにより、間接部門人件費の抑制を図る。
③60歳以上の乗務員の再雇用制度の普及を進めることにより、直接人件費の抑制を図る。

【実績】
①デジタルタコグラフから得られたデータを、半自動的に加工するソフトを活用して分析を行い、その結果を
使って運転方法の指導を実施。燃料費の削減や有責事故の撲滅に努めた。
②営業窓口の改編を実施して、間接部門の人件費抑制に努めた。（令和2年4月に細江営業所窓口を閉鎖）
③新型コロナウイルス感染症の影響によりバス需要が激減する中、グループ会社と連携して労働力の有効活
用を図った。

（２）各項目の評価

項　　目 内　　　　容

（主な乗換え拠点・バス停）

【拠点】
浜松駅バスターミナル・弁天島温泉駅・新居町駅・鷲津駅

【バス停】
成子坂・新居栄町・清源坂・本興寺前・湖西市役所

（バス停から半径500m以内に存在する主な公共・拠点施設）

可美中学校・篠原小学校・新居小学校・スズキ・市立湖西病院・湖西市役所・舞阪協働ｾﾝﾀｰ
JR浜松駅・JR高塚駅・JR舞阪駅・JR弁天島駅・JR新居町駅・JR鷲津駅

地域間幹線系統確保維持計画系統別評価シート（別紙）

ネットワーク構成

公共施設
拠点施設
アクセス状況
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市町名 湖西市

系統名 取組内容

浜名線

・湖西市バス運行評価改善委員会の事務局として運行事業者に参加を依頼
し、昨年度の運行内容の評価及び取組提案を報告していく。

・湖西市ウェブサイトにて、運行事業者ウェブサイトの時刻表や時刻・運
賃検索ページへのリンクを添付し、広く周知していく。

・市役所担当課窓口にて時刻表を配置し、市民からの問い合わせに対応し
ていく。

（＊）当該系統に対するMMなど利用促進に関する取組や金銭的負担等について具体的に記載

地域間幹線系統市町取組シート 様式３ 資料3-1 
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令和 3年 1月 6日 

（件名） 

 

静岡県生活交通確保対策協議会への申し出事項について 

 
  (産業部産業振興課) 

 

１ 要旨 

   市が自主運行事業を実施する場合や運行事業者が地域間幹線系統を運行

する場合は、次年度以降の運行について、地域公共交通会議の合意を得て

静岡県生活交通確保対策協議会へ申し出を行うこととなっているため、協

議を依頼する。 

 

２ 申出路線 

  （１）湖西市コミュニティバス路線（７路線） 

  （２）デマンド型乗合タクシー（３地区） 

  （３）浜名線 

資料 4 
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主
運

行
に

よ
り

運
行

○

22
鷲

津
循

環
線

市
町

自
主

運
行

に
よ

り
運

行
○

23
鷲

津
循

環
線

市
町

自
主

運
行

に
よ

り
運

行
○

24
鷲

津
循

環
線

市
町

自
主

運
行

に
よ

り
運

行
○

25
デ

マ
ン

ド
型

乗
合

タ
ク

シ
ー

（白
須

賀
地

区
）

市
町

自
主

運
行

に
よ

り
運

行
×

26
デ

マ
ン

ド
型

乗
合

タ
ク

シ
ー

（知
波

田
地

区
）

市
町

自
主

運
行

に
よ

り
運

行
×

27
デ

マ
ン

ド
型

乗
合

タ
ク

シ
ー

（新
居

地
区

）
市

町
自

主
運

行
に

よ
り

運
行

×

　
※
検

討
・

調
整

の
経

緯
は

な
る

べ
く

詳
細

に
記
載
す

る
こ
と
。
記
載
に
代
え
て
議
事
録
等
の
検
討
・
調

整
経

緯
が

詳
細

に
明

記
さ

れ
て

い
る

資
料

を
添

付
　

　
　

し
て

も
よ

い
。

　
 ※

生
活

交
通

確
保

計
画

へ
の

記
載

の
欄

に
は

、
申

し
出

に
係

る
前

年
度

の
生

活
交

通
確

保
計

画
に

記
載

の
あ

る
場

合
に

は
○

、
な

い
場

合
に

は
×

を
記

入
  

  
  

す
る

こ
と

。

「令
和

2年
度

湖
西

市
バ

ス
運

行
評

価
改

善
報

告
書

」に
つ

い
て

、
令

和
3年

1月
6日

に
開

催
さ

れ
た

「湖
西

市
地

域
公

共
交

通
会

議
」に

て
報

告
さ

れ
た

。
　

今
後

も
「湖

西
市

地
域

公
共

交
通

網
形

成
計

画
」及

び
　

「令
和

2年
度

湖
西

市
バ

ス
運

行
評

価
改

善
報

告
書

」を
基

に
事

業
を

展
開

し
、

継
続

可
能

な
公

共
交

通
を

目
指

し
て

い
き

た
い

。

18
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様
式

第
６

号
（用

紙
　

日
本

工
業

規
格

Ａ
４

横
型

）

湖
　

産
　

振
　

第
　

　
  

  
  

 号
年
　
　
月
　
　
日

  
静

岡
県

生
活

交
通

確
保

対
策

協
議

会
長

　
様

令
和

３
年

度
の

生
活

交
通

確
保

計
画

案
を

作
成

し
た

の
で

、
提

出
し

ま
す

。

起
点

経
過

地
終

点
運

行
形

態
運

行
事

業
者

名

現
行

白
須

賀
新

居
鷲

津
線

元
町

中
丁

公
会

堂
新

弁
天

J
A

白
須

賀
支

店
新

居
小

学
校

へ
の

通
学

等
に

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

計
画

白
須

賀
新

居
鷲

津
線

元
町

中
丁

公
会

堂
新

弁
天

J
A

白
須

賀
支

店
新

居
小

学
校

へ
の

通
学

等
に

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

現
行

白
須

賀
新

居
鷲

津
線

J
A

白
須

賀
支

店
新

居
町

駅
市

役
所

商
業

施
設

、
医

療
施

設
へ

の
利

用
自

主
運

行
バ

ス
浜

松
バ

ス
㈱

湖
西

市

計
画

白
須

賀
新

居
鷲

津
線

J
A

白
須

賀
支

店
新

居
町

駅
市

役
所

商
業

施
設

、
医

療
施

設
へ

の
利

用
自

主
運

行
バ

ス
浜

松
バ

ス
㈱

湖
西

市

現
行

白
須

賀
新

居
鷲

津
線

市
役

所
新

居
地

域
セ

ン
タ

ー
J
A

白
須

賀
支

店
商

業
施

設
、

医
療

施
設

へ
の

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

計
画

白
須

賀
新

居
鷲

津
線

市
役

所
新

居
地

域
セ

ン
タ

ー
J
A

白
須

賀
支

店
商

業
施

設
、

医
療

施
設

へ
の

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

現
行

白
須

賀
新

居
鷲

津
線

市
役

所
新

居
町

駅
J
A

白
須

賀
支

店
商

業
施

設
、

医
療

施
設

へ
の

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

計
画

白
須

賀
新

居
鷲

津
線

市
役

所
新

居
町

駅
J
A

白
須

賀
支

店
商

業
施

設
、

医
療

施
設

へ
の

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

現
行

白
須

賀
鷲

津
線

J
A

白
須

賀
支

店
市

役
所

鷲
津

駅
鷲

津
駅

を
中

心
と

し
た

通
勤

路
線

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

計
画

白
須

賀
鷲

津
線

J
A

白
須

賀
支

店
市

役
所

鷲
津

駅
鷲

津
駅

を
中

心
と

し
た

通
勤

路
線

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

現
行

白
須

賀
鷲

津
線

J
A

白
須

賀
支

店
市

役
所

湖
西

病
院

商
業

施
設

、
医

療
施

設
へ

の
利

用
自

主
運

行
バ

ス
浜

松
バ

ス
㈱

湖
西

市

計
画

白
須

賀
鷲

津
線

J
A

白
須

賀
支

店
市

役
所

湖
西

病
院

商
業

施
設

、
医

療
施

設
へ

の
利

用
自

主
運

行
バ

ス
浜

松
バ

ス
㈱

湖
西

市

現
行

白
須

賀
鷲

津
線

J
A

白
須

賀
支

店
豊

田
佐

吉
記

念
館

湖
西

病
院

商
業

施
設

、
医

療
施

設
へ

の
利

用
自

主
運

行
バ

ス
浜

松
バ

ス
㈱

湖
西

市

計
画

白
須

賀
鷲

津
線

J
A

白
須

賀
支

店
豊

田
佐

吉
記

念
館

湖
西

病
院

商
業

施
設

、
医

療
施

設
へ

の
利

用
自

主
運

行
バ

ス
浜

松
バ

ス
㈱

湖
西

市

現
行

白
須

賀
鷲

津
線

鷲
津

駅
市

役
所

一
の

宮
商

業
施

設
、

医
療

施
設

へ
の

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

計
画

白
須

賀
鷲

津
線

鷲
津

駅
市

役
所

一
の

宮
商

業
施

設
、

医
療

施
設

へ
の

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

現
行

白
須

賀
鷲

津
線

鷲
津

駅
市

役
所

J
A

白
須

賀
支

店
商

業
施

設
、

医
療

施
設

へ
の

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

計
画

白
須

賀
鷲

津
線

鷲
津

駅
市

役
所

J
A

白
須

賀
支

店
商

業
施

設
、

医
療

施
設

へ
の

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

現
行

白
須

賀
岡

崎
線

新
所

原
駅

北
口

J
A

白
須

賀
支

店
お

ん
や

ど
白

須
賀

新
所

原
駅

か
ら

の
通

学
・通

勤
に

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

計
画

白
須

賀
岡

崎
線

新
所

原
駅

北
口

J
A

白
須

賀
支

店
お

ん
や

ど
白

須
賀

新
所

原
駅

か
ら

の
通

学
・通

勤
に

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

現
行

白
須

賀
岡

崎
線

新
所

原
駅

北
口

浜
名

病
院

お
ん

や
ど

白
須

賀
商

業
施

設
、

医
療

施
設

へ
の

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

計
画

白
須

賀
岡

崎
線

新
所

原
駅

北
口

浜
名

病
院

お
ん

や
ど

白
須

賀
商

業
施

設
、

医
療

施
設

へ
の

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

現
行

岡
崎

循
環

線
（左

回
り

系
統

）
新

所
原

駅
北

口
大

森
駅

新
所

原
駅

北
口

商
業

施
設

、
医

療
施

設
へ

の
利

用
自

主
運

行
バ

ス
浜

松
バ

ス
㈱

湖
西

市

計
画

岡
崎

循
環

線
（左

回
り

系
統

）
新

所
原

駅
北

口
大

森
駅

新
所

原
駅

北
口

商
業

施
設

、
医

療
施

設
へ

の
利

用
自

主
運

行
バ

ス
浜

松
バ

ス
㈱

湖
西

市

湖
西
市
町
生
活
交
通
確
保
計
画
案

湖
西

市
長

　
　

影
 山

　
　

剛
 士

　
　

印

運
行

系
統

輸
送

サ
ー

ビ
ス

の
形

態

7
:0

4
～

1
7
:5

9

事
業

者
番

号
又

は
市

町
コ

ー
ド

申
し

出
番

　
号

区
分

系
統

名
（
路

線
名

）

輸
送

サ
ー

ビ
ス

の
範

囲
（
路

線
沿

線
の

需
要

と
特

性
、

地
域

住
民

数
、

利
用

者
の

属
性

な
ど

）
関

係
市

町
名

運
行

時
間

帯

1
1
8

7
:0

4
～

1
7
:5

9

1
7
:2

5
～

1
7
:4

7

1
7
:2

5
～

1
7
:4

7

1
8

7

1
8

2
8
:1

3
～

1
4
：
4
1

8
:1

3
～

1
4
：
4
1

1
8

1
2

9
:0

7
～

1
7
：
0
0

9
:0

7
～

1
7
：
0
0

1
8

3
1
2
:1

0
～

1
6
：
2
3

1
2
:1

0
～

1
6
：
2
3

1
8

1
0

7
:1

5
～

1
5
：
5
0

7
:1

5
～

1
5
：
5
0

1
8

1
1

7
:4

5
～

1
4
：
3
0

7
:4

5
～

1
4
：
3
0

1
8

9

1
8

4
1
6
:5

0
～

1
7
:5

5

1
6
:5

0
～

1
7
:5

5

1
8

6
8
:3

0
～

8
:5

9

8
:3

0
～

8
:5

9

1
8

5
6
:3

6
～

7
：
3
5

6
:3

6
～

7
：
3
5

1
0
:1

0
～

1
6
:5

3

1
0
:1

0
～

1
6
:5

3

1
8

8
8
:0

8
～

8
:1

9

8
:0

8
～

8
:1

9
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現
行

岡
崎

循
環

線
（右

回
り

系
統

）
新

所
原

駅
北

口
大

森
駅

新
所

原
駅

北
口

商
業

施
設

、
医

療
施

設
へ

の
利

用
自

主
運

行
バ

ス
浜

松
バ

ス
㈱

湖
西

市

計
画

岡
崎

循
環

線
（右

回
り

系
統

）
新

所
原

駅
北

口
大

森
駅

新
所

原
駅

北
口

商
業

施
設

、
医

療
施

設
へ

の
利

用
自

主
運

行
バ

ス
浜

松
バ

ス
㈱

湖
西

市

現
行

岡
崎

鷲
津

線
新

所
原

駅
南

口
ア

メ
ニ

テ
ィ

プ
ラ

ザ
湖

西
病

院
商

業
施

設
、

医
療

施
設

へ
の

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

計
画

岡
崎

鷲
津

線
新

所
原

駅
南

口
ア

メ
ニ

テ
ィ

プ
ラ

ザ
湖

西
病

院
商

業
施

設
、

医
療

施
設

へ
の

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

現
行

岡
崎

鷲
津

線
新

所
原

駅
南

口
運

動
公

園
湖

西
病

院
商

業
施

設
、

医
療

施
設

へ
の

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

計
画

岡
崎

鷲
津

線
新

所
原

駅
南

口
運

動
公

園
湖

西
病

院
商

業
施

設
、

医
療

施
設

へ
の

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

現
行

知
波

田
入

出
線

正
太

寺
浜

名
湖

電
装

鷲
津

駅
商

業
施

設
、

医
療

施
設

へ
の

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

計
画

知
波

田
入

出
線

正
太

寺
浜

名
湖

電
装

鷲
津

駅
商

業
施

設
、

医
療

施
設

へ
の

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

現
行

知
波

田
入

出
線

知
波

田
駅

鷲
津

駅
湖

西
病

院
商

業
施

設
、

医
療

施
設

へ
の

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

計
画

知
波

田
入

出
線

知
波

田
駅

鷲
津

駅
湖

西
病

院
商

業
施

設
、

医
療

施
設

へ
の

利
用

自
主

運
行

バ
ス

浜
松

バ
ス

㈱
湖

西
市

現
行

知
波
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1
2
9

3
0
2

3
0
2

国
庫

フ
ィ

ー
ダ

ー

計
画

1
1
.1

0
.5

2
.0

1
.0

2
,6

8
6
.2

8
6
0

2
5
8

6
0
2

6
0
2

国
庫

フ
ィ

ー
ダ

ー

現
行

1
2
.4

3
.0

2
.0

6
.0

9
,0

0
2
.4

2
,8

8
4

4
1
4

2
,4

7
0

2
,4

7
0

国
庫

フ
ィ

ー
ダ

ー

計
画

1
2
.4

3
.0

2
.0

6
.0

1
8
,0

0
4
.8

5
,7

6
5

8
2
8

4
,9

3
7

4
,9

3
7

国
庫

フ
ィ

ー
ダ

ー

現
行

1
0
.4

1
.5

2
.0

3
.0

3
,7

7
5
.2

1
,2

1
0

4
0
5

8
0
5

8
0
5

国
庫

フ
ィ

ー
ダ

ー

計
画

1
0
.4

1
.5

2
.0

3
.0

7
,5

5
0
.4

2
,4

1
8

8
1
0

1
,6

0
8

1
,6

0
8

国
庫

フ
ィ

ー
ダ

ー

現
行

1
.5

0
.5

2
.0

1
.0

1
8
1
.5

5
9

4
1
9

(3
6
0
)

(3
6
0
)

国
庫

フ
ィ

ー
ダ

ー

計
画

1
.5

0
.5

2
.0

1
.0

3
6
3
.0

1
1
6

8
3
8

(7
2
2
)

(7
2
2
)

国
庫

フ
ィ

ー
ダ

ー

現
行

1
4
.5

0
.5

2
.0

1
.0

1
,7

5
4
.5

5
6
2

1
3
4

4
2
8

4
2
8

市
単

独

計
画

1
4
.5

0
.5

2
.0

1
.0

3
,5

0
9
.0

1
,1

2
4

2
6
8

8
5
6

8
5
6

市
単

独

現
行

6
.1

0
.5

2
.0

1
.0

1
,4

8
2
.3

4
6
0

9
4
5
1

4
5
1

市
単

独

計
画

6
.1

0
.5

2
.0

1
.0

1
,4

7
6
.2

4
5
9

9
4
5
0

4
5
0

市
単

独

現
行

4
.4

7
.0

2
.0

1
4
.0

7
,4

8
4
.4

2
,3

1
8

2
2
4

2
,0

9
4

2
,0

9
4

市
単

独

計
画

4
.4

7
.0

2
.0

1
4
.0

7
,4

5
3
.6

2
,3

1
7

2
2
4

2
,0

9
3

2
,0

9
3

市
単

独

現
行

7
.1

9
.0

2
.0

1
8
.0

1
5
,5

2
7
.7

4
,8

0
9

3
8
6

4
,4

2
3

4
,4

2
3

市
単

独

計
画

7
.1

9
.0

2
.0

1
8
.0

1
5
,4

6
3
.8

4
,8

0
7

3
8
6

4
,4

2
1

4
,4

2
1

市
単

独

現
行

1
2
.0

4
.0

1
.2

4
.8

1
1
,4

4
3
.4

5
,4

7
4

1
,2

0
0

4
,2

7
4

4
,2

7
4

市
単

独

計
画

1
2
.0

4
.0

1
.2

4
.8

1
1
,4

4
3
.4

5
,4

7
4

1
,2

0
0

4
,2

7
4

4
,2

7
4

市
単

独

現
行

1
1
.2

0
.5

1
.3

0
.7

1
,4

1
6
.1

6
6
2

1
3
3

5
2
9

5
2
9

市
単

独

計
画

1
1
.2

0
.5

1
.3

0
.7

1
,4

1
6
.1

6
6
2

1
3
3

5
2
9

5
2
9

市
単

独

現
行

1
1
.2

0
.5

1
.3

0
.7

1
,4

1
6
.1

6
6
2

1
3
3

5
2
9

5
2
9

市
単

独

計
画

1
1
.2

0
.5

1
.3

0
.7

1
,4

1
6
.1

6
6
2

1
3
3

5
2
9

5
2
9

市
単

独

 ※
申

し
出

番
号

1
か

ら
2
1
の

現
行

は
、

1
0
月

1
日

に
路

線
再

編
を

行
っ

た
た

め
下

半
期

実
績

・
予

測
の

み
記

載
 ※

路
線

名
欄

に
は

、
系

統
毎

に
記

載
す

る
こ

と
 ※

現
行

の
欄

に
は

、
事

業
者

及
び

市
町

が
提

出
し

た
申

出
書

及
び

申
し

出
路

線
の

現
況

の
最

終
年

度
の

数
値

を
記

入
す

る
こ

と
。

 ※
運

行
形

態
の

欄
に

は
、

乗
合

バ
ス

、
自

主
運

行
バ

ス
、

乗
合

タ
ク

シ
ー

、
ス

ク
ー

ル
バ

ス
、

医
療

バ
ス

、
無

料
バ

ス
な

ど
の

種
別

を
記

入
す

る
こ

と
。

 ※
運

行
事

業
者

の
欄

に
は

、
運

行
形

態
に

関
わ

ら
ず

、
実

際
に

運
行

事
業

を
行

う
者

の
事

業
者

名
又

は
団

体
名

を
記

入
す

る
こ

と
。

 ※
競

合
区

間
欄

に
は

、
当

該
系

統
に

競
合

す
る

系
統

数
、

競
合

す
る

区
間

の
競

合
率

及
び

総
輸

送
量

並
び

に
キ

ロ
程

を
記

載
す

る
こ

と
。

 ※
競

合
区

間
の

カ
ッ

ト
額

は
、

カ
ッ

ト
の

対
象

と
な

る
系

統
に

つ
い

て
、

欠
損

額
に

［
競

合
区

間
キ

ロ
程

／
系

統
キ

ロ
程

］
を

乗
じ

て
得

ら
れ

た
額

を
記

載
す

る
こ

と
。

 ※
平

均
乗

車
密

度
、

輸
送

量
、

経
常

費
用

、
経

常
収

入
、

欠
損

額
の

計
画

は
そ

の
算

出
根

拠
を

別
途

添
付

す
る

こ
と

。
 ※

国
庫

補
助

対
象

と
な

る
系

統
に

つ
い

て
は

、
前

年
1
0
月

～
当

年
９

月
を

１
年

度
と

し
て

算
定

し
た

数
値

を
記

入
す

る
こ

と
。

 ※
継

続
協

議
欄

に
は

、
直

近
の

申
し

出
よ

り
以

前
に

申
し

出
を

行
っ

た
系

統
で

あ
っ

て
、

協
議

結
果

が
継

続
協

議
で

あ
っ

た
も

の
に

つ
い

て
は

、
○

を
記

載
す

る
こ

と
。

1
8

2
6

1
8

1
7

1
8

1
8

1
8

1
9

1
8

2
5

1
8

2
7

1
8

2
3

1
8

2
4

1
8

2
0

1
8

2
1

1
8

2
2
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様
式

第
５

号
（用

紙
　

日
本

工
業

規
格

Ａ
４

横
型

）

　
静
岡
県
生
活
交
通
確
保
対
策
協
議
会
長
　
様

湖
西

市
長

　
　

影
山

　
剛

士

　
静
岡
県
生
活
交
通
確
保
対
策
協
議
会
長
か
ら
要
請
の
あ
っ

た
路
線
に
つ
い
て
検
討
・
調
整
を
実
施

し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

事
業
者
又
は

市
町
コ
ー
ド

申
し

出
番

号
系

統
名

（路
線

名
）

検
討

・調
整

結
果

検
　

討
　

・　
調

　
整

　
の

　
経

　
緯

生
活

交
通

確
保

計
画

へ
の

記
載

10
8　

18
3

浜
名

線
国

庫
補

助
に

よ
る

路
線

の
維

持

令
和

2年
12

月
9日

浜
松

市
と

協
議

令
和

3年
1月

6日
湖

西
市

地
域

公
共

交
通

会
議

で
協

議
住

民
の

足
と

し
て

欠
く
こ

と
が

で
き

な
い

た
め

路
線

の
継

続
運

行
を

要
望

。
○

　
※
検
討
・
調
整
の
経
緯
は
な
る
べ
く
詳
細
に
記
載
す
る
こ

と
。
記
載
に
代
え
て
議
事
録
等
の
検
討

・
調
整
経
緯
が
詳
細
に
明
記
さ
れ
て
い
る
資
料
を
添
付

　
　

　
し

て
も

よ
い

。
　

 ※
生

活
交

通
確

保
計

画
へ

の
記

載
の

欄
に

は
、

申
し

出
に

係
る

前
年

度
の

生
活

交
通

確
保

計
画

に
記

載
の

あ
る

場
合

に
は

○
、

な
い

場
合

に
は

×
を

記
入

  
  
  
す

る
こ

と
。

乗
合

バ
ス

路
線

・自
主

運
行

路
線

調
整

結
果

報
告

書

湖
産

振
第

　
　

　
　

　
号

令
和

２
年

　
　

月
　

　
日

資
料

4
-
2
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様
式

第
６

号
（用

紙
　

日
本

工
業

規
格

Ａ
４

横
型

）

  
静

岡
県

生
活

交
通

確
保

対
策

協
議

会
長

　
様

令
和

４
年

度
の

生
活

交
通

確
保

計
画

案
を

作
成

し
た

の
で

、
提

出
し

ま
す

。

起
点

経
過

地
終

点
運

行
形

態
運

行
事

業
者

名

現
行

浜
名

浜
松

駅
舞

阪
協

働
セ

ン
タ

ー
湖

西
市

役
所

浜
松

市
か

ら
湖

西
市

、
生

活
路

線
乗

合
バ

ス
遠

州
鉄

道
（
株

）
浜

松
市

湖
西

市

計
画

浜
名

浜
松

駅
舞

阪
協

働
セ

ン
タ

ー
湖

西
市

役
所

浜
松

市
か

ら
湖

西
市

、
生

活
路

線
乗

合
バ

ス
遠

州
鉄

道
（
株

）
浜

松
市

湖
西

市

事
業

者
番

号
又

は
市

町
コ

ー
ド

申
し

出
番

　
号

区
分

キ
ロ

程 (k
m

)

1
日

あ
た

り
運

行
回

数
(回

)

平
均

乗
車

密
度

(人
)

輸
送

量
(人

・
回

)

実
車

走
行

キ
ロ

程 (k
m

)

競
合

区
間

キ
ロ

程
(k

m
)

経
常

費
用

(千
円

)
経

常
収

入
(千

円
)

欠
損

額
a

(千
円

)

競
合

区
間

の
カ

ッ
ト

額
b

(千
円

)

合
計

額
a-

b
(千

円
)

公
的

支
援 の

方
法

収
支

改
善

策

継 続 協 議

現
行

2
2
.5

3
.0

5
.2

1
5
.6

4
9
,3

8
4
.5

2
4
,6

9
2

9
,4

1
0

1
5
,2

8
2

1
5
,2

8
2

国
県

庫
補

助

営
業

拠
点

や
車

庫
、

営
業

窓
口

の
再

編
に

よ
り

固
定

費
を

抑
制

計
画

2
2
.5

3
.0

5
.2

1
5
.6

4
9
,3

8
4
.5

2
4
,6

9
2

9
,4

1
0

1
5
,2

8
2

1
5
,2

8
2

国
県

庫
補

助

営
業

拠
点

や
車

庫
、

営
業

窓
口

の
再

編
に

よ
り

固
定

費
を

抑
制

 ※
路

線
名

欄
に

は
、

系
統

毎
に

記
載

す
る

こ
と

 ※
現

行
の

欄
に

は
、

事
業

者
及

び
市

町
が

提
出

し
た

申
出

書
及

び
申

し
出

路
線

の
現

況
の

最
終

年
度

の
数

値
を

記
入

す
る

こ
と

。
 ※

運
行

形
態

の
欄

に
は

、
乗

合
バ

ス
、

自
主

運
行

バ
ス

、
乗

合
タ

ク
シ

ー
、

ス
ク

ー
ル

バ
ス

、
医

療
バ

ス
、

無
料

バ
ス

な
ど

の
種

別
を

記
入

す
る

こ
と

。
 ※

運
行

事
業

者
の

欄
に

は
、

運
行

形
態

に
関

わ
ら

ず
、

実
際

に
運

行
事

業
を

行
う

者
の

事
業

者
名

又
は

団
体

名
を

記
入

す
る

こ
と

。
 ※

競
合

区
間

欄
に

は
、

当
該

系
統

に
競

合
す

る
系

統
数

、
競

合
す

る
区

間
の

競
合

率
及

び
総

輸
送

量
並

び
に

キ
ロ

程
を

記
載

す
る

こ
と

。
 ※

競
合

区
間

の
カ

ッ
ト

額
は

、
カ

ッ
ト

の
対

象
と

な
る

系
統

に
つ

い
て

、
欠

損
額

に
［
競

合
区

間
キ

ロ
程

／
系

統
キ

ロ
程

］
を

乗
じ

て
得

ら
れ

た
額

を
記

載
す

る
こ

と
。

 ※
平

均
乗

車
密

度
、

輸
送

量
、

経
常

費
用

、
経

常
収

入
、

欠
損

額
の

計
画

は
そ

の
算

出
根

拠
を

別
途

添
付

す
る

こ
と

。
 ※

国
庫

補
助

対
象

と
な

る
系

統
に

つ
い

て
は

、
前

年
1
0
月

～
当

年
９

月
を

１
年

度
と

し
て

算
定

し
た

数
値

を
記

入
す

る
こ

と
。

 ※
継

続
協

議
欄

に
は

、
直

近
の

申
し

出
よ

り
以

前
に

申
し

出
を

行
っ

た
系

統
で

あ
っ

て
、

協
議

結
果

が
継

続
協

議
で

あ
っ

た
も

の
に

つ
い

て
は

、
○

を
記

載
す

る
こ

と
。

湖
産
振
第
　
　
　
号

令
和
２
年
　
　
月
　
　
日

1
0
8

3

1
0
8

3

運
行

時
間

帯

6
：
0
9
～

1
8
：
5
2

6
：
0
9
～

1
8
：
5
2

湖
西
市
生
活
交
通
確
保
計
画
案

湖
西

市
長

　
　

影
山

　
剛

士
　

　
印

事
業

者
番

号
又

は
市

町
コ

ー
ド

申
し

出
番

　
号

区
分

系
統

名
（
路

線
名

）

運
行

系
統

輸
送

サ
ー

ビ
ス

の
範

囲
（
路

線
沿

線
の

需
要

と
特

性
、

地
域

住
民

数
、

利
用

者
の

属
性

な
ど

）

輸
送

サ
ー

ビ
ス

の
形

態

関
係

市
町

名
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様
式

第
７

号
（用

紙
　

日
本

工
業

規
格

Ａ
４

横
型

）

番
　
　
　
　
　
号

令
和
２
年
１
月
　
　
日

　
静
岡
県
生
活
交
通
確
保
対
策
協
議
会
長
　
様

事
業

所
名

遠
州

鉄
道

株
式

会
社

代
表
者
名

代
表

取
締

役
　

斉
藤

　
薫

　
印

　
　

収
支

改
善

計
画

　
※

路
線

ご
と

、
市

町
ご

と
に

計
画

す
る

場
合

に
は

そ
の

旨
を

記
載

す
る

こ
と

令
和

４
年

度
収

支
改

善
計

画

　
　

令
和

４
年

度
の

収
支

改
善

計
画

を
作

成
し

た
の

で
、

提
出

し
ま

す
。

利
　

用
　

促
　

進
　

策
経

　
費

　
削

　
減

　
策

●
定

期
券

ネ
ッ

ト
販

売
の

認
知

度
及

び
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

を
図

る
。

●
大

手
私

鉄
が

提
供

す
る

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
用

M
aa

S
ア

プ
リ

に
お

い
て

、
デ

ジ
タ

ル
フ

リ
ー

乗
車

券
を

販
売

す
る

な
ど

、
M

aa
S
ア

プ
リ

に
よ

る
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

を
図

る
。

●
運

賃
箱

デ
ー

タ
に

よ
り

、
遅

れ
・
利

用
人

員
等

を
曜

日
別

や
時

間
帯

別
に

把
握

し
、

合
理

的
な

ダ
イ

ヤ
を

作
成

す
る

。

●
営

業
拠

点
や

車
庫

、
窓

口
の

再
編

を
行

う
こ

と
で

、
経

営
の

効
率

化
を

推
進

し
、

人
件

費
を

は
じ

め
と

し
た

固
定

費
の

抑
制

を
図

る
。

●
デ

ジ
タ

ル
タ

コ
グ

ラ
フ

か
ら

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
を

用
い

て
分

析
お

よ
び

運
転

技
能

の
見

え
る

化
を

行
い

、
運

転
方

法
の

教
育

・指
導

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
有

責
事

故
の

防
止

や
燃

料
費

の
削

減
を

図
る

。
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令和３年１月 6 日 

（件名） 

地域公共交通確保維持改善事業の事業評価の報告について 

（産業部産業振興課） 

 

１ 要旨 

   地域公共交通確保維持改善事業により支援を受けた事業について、毎年度、事

業実施の確認、評価を行い、翌年度に中部運輸局長に報告することとなっている

ため、事業評価資料について協議を依頼する。  

また、今年度については、地域全体の交通網を踏まえた評価及び見直しがされ 

ることを目的とし開催される第三者評価委員会への出席対象協議会に選定された 

ため、第三者評価委員会への報告資料についても併せて協議を依頼する。 

 

２ 説明内容 

  （１）地域公共交通確保維持改善事業・事業評価について 

  （２）第三者評価委員会資料（自己評価概要）について 
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（
別
添
１
）

令
和

　
　
年

　
　
月

　
　
日

協
議

会
名

：

評
価

対
象

事
業

名
：

①
補
助
対
象

事
業
者
等

②
事
業
概

要
③
前

回
（又

は
類

似
事

業
）の

事
業

評
価
結

果
の

反
映

状
況

⑥
事
業
の
今
後
の
改
善
点

（
特
記
事
項
を
含
む
）

【補
助

対
象
と
な
る
事
業
者

名
等
の
名
称

を
記
載

】

【
系
統
名

・
航
路
名

・
設

備
名
、
運
行
（
航

）
区

間
、
整
備

内
容

等
を
記
載
（
陸
上
交
通

に
係
る
確
保

維
持
事
業
に

お
い
て
、
車
両

減
価
償

却
費
等
及
び
公
有
民

営
方
式
車

両
購

入
費
に
係
る
国
庫
補
助
金

の
交
付

を
受

け
て
い
る

場
合

、
離
島

航
路
に
係
る
確
保
維
持
事

業
に
お
い
て
離

島
航

路
構
造

改
革
補
助
（
調
査

検
討
の
経
費
を
除
く
。
）

を
受
け
て
い
る
場
合
は

、
そ
の
旨
記

載
）
】

【事
業

評
価
の

評
価

対
象

期
間

に
お
い
て
、
前

回
の

事
業

評
価

結
果

を
ど
の
よ
う
に
生

活
交

通
確

保
維
持
改

善
計

画
に
反

映
さ

せ
た
上

で
事

業
を
実

施
し
た
か

を
記

載
】

A ・ B ・ C 評 価

【計
画

に
基

づ
く
事

業
が

適
切

に
実

施
さ
れ

た
か

を
記

載
。
計

画
ど
お
り

実
施

さ
れ

な
か

っ
た
場

合
に
は

、
理

由
等

記
載

】

A ・ B ・ C 評 価

【
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
定
量
的

な
目
標
・
効
果
が
達
成
さ
れ
た
か
を
、

目
標
ご
と
に
記
載
。
目
標
・
効
果
が

達
成
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
理

由
等
を
分
析
の
上
記
載
】

【
事
業
の
今
後
の
改
善
点
及
び
よ
り
適
切
な
目
標
を
記

載
。
改
善
策
は
、
事
業
者
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
広
く
記
載
。
特
に
、
評
価
結
果

を
生
活
交
通
確
保
維
持
改
善
計
画
に
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
せ
る
か
（
方
向
性
又
は
具
体
的
な
内
容
）
を
必
ず
記
載

す
る
こ
と
。
】

※
な
お
、
当
該
年
度
で
事
業
が
完
了
し
た
場
合
は
そ
の

旨
記
載

湖
西

市
公

共
交

通
会

議

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

・
事

業
評

価
（
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
に
基

づ
く
事

業
）

④
事

業
実

施
の

適
切

性
⑤
目
標
・
効
果
達
成
状
況

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

岡
崎
循
環
線

浜
名
病
院
発
着

系
統

A
計

画
ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

白
須
賀
岡
崎
線

浜
名
病
院
発
系

統
A

計
画

ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

白
須
賀
岡
崎
線

お
ん
や

ど
白
須
賀

発
系
統
(第

2～
4便

)
A

計
画

ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

白
須
賀
岡
崎
線

お
ん
や

ど
白
須
賀

発
新
所
原
駅

系
統

A
計

画
ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

白
須
賀
鷲
津
線

通
学
系
統
(長

谷
西
発

鷲
津
駅
着
)

A
計

画
ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

白
須
賀
鷲
津
線

鷲
津
駅
発
長
谷

西
系
統

A
計

画
ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

白
須
賀
鷲
津
線

長
谷
西
発
湖
西

病
院
系

統
(豊

田
佐
吉
記

念
館
除

く
。
3便

)
A

計
画

ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

白
須
賀
鷲
津
線

長
谷
西
⇔
湖
西

病
院
系

4-
5便

、
2-

5便
A

計
画

ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

白
須
賀
鷲
津
線

鷲
津
駅
⇔
湖
西

病
院
系

統
(豊

田
佐

吉
記
念

館
除
く
。
6.
7便

)
A

計
画

ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

・
湖
西

市
地
域
公

共
交
通
網
形
成

計
画

に
基

づ
き
利
用
促
進
策
を
含

む
様

々
な
事

業
を
展
開
し
た
。
そ
の

結
果

を
評

価
改
善
委
員
会
に
て
事

業
毎

に
評

価
を
行

い
、
来
年
度
へ
の

改
善

提
案
を
す
る
こ
と
で
、
湖
西
市

が
目

指
す
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実

現
に
繋
げ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
だ
。

・
利
用

促
進
や
運

行
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
自
治

会
、
公
共
交
通
会

議
、
運
行

事
業
者
等
と
協
議
を
行
う

と
と
も
に
、
路
線
の
再
編
や
運
賃
の

見
直

し
に
つ
い
て
検
討
し
、
令
和
2
年

1
0
月
1
日
に
路

線
再
編
、
運
賃
改
定

を
実
施
し
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

白
須
賀
岡
崎
線

お
ん
や

ど
白
須
賀

発
系
統
(第

1-
2便

)
A

計
画

ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

白
須
賀
岡
崎
線

通
学
系
統

A
計

画
ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

C

利
用
者
目
標
：
3
,1
3
8
人

利
用
者
実
績
：
2
,5
5
2
人

（
-
1
8
.6
7
％
）

・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
通
院
者
、
J
R
新
所
原
駅
へ

の
利
用
者
の
減
少
が
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ

る
。

令
和

2
年

1
0
月

に
路

線
再

編
を
行

っ
て
い
る
た

め
、
再

編
後

の
利

用
者

数
の

推
移

、
利

用
者

、
運

行
事

業
者

か
ら
の

意
見

、
移

動
ニ
ー
ズ
、
実

態
を

把
握

し
な
が

ら
、
必

要
な
見

直
し
を
行

う
。

利
用
者
目
標
：
1
1
,2
3
3
人

利
用
者
実
績
：
8
,8
7
7
人

（
-
2
0
.9
7
％
）

・
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
通

学
者

（
白

須
賀

小
学

校
）
、
通

院
者

の
減

少
が

主
な
要

因
と
考

え
ら
れ

る
。

ま
た
、
デ
マ
ン
ド
型

乗
合

タ
ク
シ
ー
の

利
用

者
が

増
加

し
て
お
り
、
運

行
経

路
上

に
あ

る
地

域
（
白

須
賀

第
3
、
4
、
6
自

治
会

）
住

民
の

移
動

手
段

の
変

化
も
一

因
と
考

え
ら

れ
る
。

令
和

2
年

1
0
月

に
路

線
再

編
を
行

っ
て
い
る
た

め
、
再

編
後

の
利

用
者

数
の

推
移

、
利

用
者

、
運

行
事

業
者

か
ら
の

意
見

、
移

動
ニ
ー
ズ
、
実

態
を

把
握

し
な
が

ら
、
必

要
な
見

直
し
を
行

う
。

利
用
者
目
標
：
1
6
,5
6
7
人

利
用
者
実
績
：
1
4
,7
2
1
人

（
-
1
1
.1
4
％
）

・
平

成
2
8
年

よ
り
毎

年
利

用
者

数
が

増
加

し
て
い
た
路

線
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り

通
勤

者
、
通

院
者

が
減

少
し
た
こ
と
が

減
少

に
繋

が
っ
た
と
考

え
ら
れ

る
。
（
H
2
8
実

績
：
1
3
,8
2
9
人

、
R
1
実

績
：
1
6
,8
4
9
人

）

令
和

2
年

1
0
月

に
路

線
再

編
を
行

っ
て
い
る
た

め
、
再

編
後

の
利

用
者

数
の

推
移

、
利

用
者

、
運

行
事

業
者

か
ら
の

意
見

、
移

動
ニ
ー
ズ
、
実

態
を

把
握

し
な
が

ら
、
必

要
な
見

直
し
を
行

う
。
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（
別
添
１
）

計
画

ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

白
須
賀
新
居
鷲

津
線

通
学
系
統

A
計

画
ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

計
画

ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

白
須
賀
新
居
鷲

津
線

市
役
所
発
系
統

A
計

画
ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

知
波
田
鷲
津
線

通
学
系
統

A
計

画
ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

A
計

画
ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

岡
崎
鷲
津
線

湖
西
病
院
発
(第

1便
+木

曜
系

統
)

A
計

画
ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

知
波
田
鷲
津
線

大
知
波
西
⇔
湖

西
病
院

系
統

A
計

画
ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

前
頁
と
同
様

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

白
須
賀
新
居
鷲

津
線

Ｊ
Ａ
白
須

賀
支
店
発
系

統
A

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

入
出
新
所
鷲
津

線
正

太
寺
湖
西
病

院
系
統

A
計

画
ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

知
波
田
鷲
津
線

横
山
会
館
⇔
湖

西
病
院

系
統

A
計

画
ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

岡
崎
鷲
津
線

浜
名
病
院
発
(第

1便
)系

統

岡
崎
鷲
津
線

湖
西
病
院
発

ア
メ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
経
由

系
統
(2
-5

便
)

A
計

画
ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

岡
崎
鷲
津
線

浜
名
病
院
発
木

曜
系
統

(2
-5
便
)

A
計

画
ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

入
出
新
所
鷲
津

線
正

太
寺
鷲
津
駅

系
統

A
計

画
ど
お
り
事

業
は

適
切

に
実

施
さ

れ
た
。

浜
松
バ
ス
株

式
会
社

岡
崎
鷲
津
線

浜
名
病
院
発

ア
メ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
経
由

系
統
(2
-5

便
)

A

利
用
者
目
標
：
1
6
,3
8
7
人

利
用
者
実
績
：
1
3
,0
2
7
人

（
-
2
0
.5
0
%
）

・
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
通

院
者

、
買

い
物

利
用

者
の

減
少

が
主

な
要

因
と
考

え
ら
れ

る
。

令
和

2
年

1
0
月

に
路

線
再

編
を
行

っ
て
い
る
た

め
、
再

編
後

の
利

用
者

数
の

推
移

、
利

用
者

、
運

行
事

業
者

か
ら
の

意
見

、
移

動
ニ
ー
ズ
、
実

態
を

把
握

し
な
が

ら
、
必

要
な
見

直
し
を
行

う
。

利
用
者
目
標
：
1
8
,4
3
3
人

利
用
者
実
績
：
1
7
,4
4
7
人

（
-
5
.3
5
%
）

・
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
通
勤
者
、
通
院
者

の
減
少
が
主
な
要
因
と
考
え
ら
れ

る
。

令
和

2
年

1
0
月

の
路

線
再

編
に
よ
り
入

出
新

所
鷲

津
線

を
延

伸
し
、
知

波
田

鷲
津

線
を
廃

止
す
る
こ

と
で
新

た
に
「
知

波
田

入
出

線
」
と
し
て
運

行
と
な

る
。
再

編
後

の
利

用
者

数
の

推
移

、
利

用
者

、
運

行
事

業
者

か
ら
の

意
見

、
移

動
ニ
ー
ズ
、
実

態
を

把
握

し
な
が

ら
、
必

要
な
見

直
し
を
行

う
。

CCC

利
用
者
目
標
：
1
6
,4
1
1
人

利
用
者
実
績
：
1
2
,0
1
4
人

（
-
2
6
.7
8
％
）

・
白
須
賀
地
区
と
新
居
地
区
を
循
環
し
て
鷲
津

地
区
を
結
ぶ
長
大
な
路
線
で
あ
り
、
長
時
間
の

乗
車
が
必
要
な
点
、
少
な
い
運
行
便
数
と
な
る

点
に
よ
り
、
利
便
性
が
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
白
須
賀
地
区
で
H
3
0
.3
月
か
ら
運
行
を
開

始
し
て
い
る
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利

用
者
が
増
加
し
て
お
り
、
運
行
経
路
上
に
あ
る

地
域
（
白
須
賀
第
1
、
2
自
治
会
）
住
民
の
移
動

手
段
の
変
化
も
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。

長
大

な
路

線
の

た
め
便

数
が

少
な
く
、
乗

車
時

間
も
長

い
。
ま
た
、
白

須
賀

地
区

に
お
い
て
、
デ
マ
ン

ド
型

乗
合

タ
ク
シ
ー
が

運
行

し
て
お
り
、
運

行
エ
リ

ア
が

重
複

し
て
い
る
。
地

域
住

民
の

移
動

ニ
ー
ズ

や
実

態
を
把

握
し
、
そ
れ

ら
に
合

っ
た
路

線
の

改
善

を
検

討
す
る
。
（
現

在
検

討
中

）

C

利
用
者
目
標
：
1
0
,2
2
3
人

利
用
者
実
績
：
8
,5
8
7
人

（
-
1
6
.0
1
％
）

・
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
通

学
者

（
知

波
田

小
学

校
）
、
J
R
鷲

津
駅

を
使

用
す
る
通

勤
者

の
減

少
が

主
な
要

因
と
考

え
ら
れ

る
。

令
和

2
年

1
0
月

の
路

線
再

編
に
よ
り
知

波
田

鷲
津

線
を
廃

止
し
、
入

出
新

所
鷲

津
線

を
延

伸
す
る
こ

と
で
新

た
に
「
知

波
田

入
出

線
」
と
し
て
運

行
と
な

る
。
再

編
後

の
利

用
者

数
の

推
移

、
利

用
者

、
運

行
事

業
者

か
ら
の

意
見

、
移

動
ニ
ー
ズ
、
実

態
を

把
握

し
な
が

ら
、
必

要
な
見

直
し
を
行

う
。

2
/
3
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（
別

添
１
－

２
）

令
和
3年

1月
6日

協
議
会
名

：

評
価
対

象
事
業

名
：

地
域

の
交
通

の
目

指
す
姿

（事
業

実
施
の

目
的

・必
要

性
）

事
業

実
施

と
生

活
交

通
確

保
維

持
改

善
計

画
と
の

関
連

に
つ
い
て

　
多

様
な
公

共
交

通
が

相
互

に
連

携
し
、
市

民
の

生
活

行
動

や
来

訪
者

の
移

動
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
公

共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
す
る
こ
と
で
、
誰

も
が

、
安

全
・
安

心
・
快

適
に
移

動
で
き
る

交
通
環

境
が
充

実
し
た
暮

ら
し
や

す
い
ま
ち
を
実

現
す
る
。

湖
西

市
地

域
公

共
交

通
会
議

地
域

公
共

交
通

確
保

維
持
事

業
（フ

ィ
ー
ダ
ー
）
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湖
西
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

 

1
 

平
成
２
２
年
３
月
１
９
日
設
置

 

 フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統

 
令
和
２
年
７
月
２
２
日

 
確
保
維
持
計
画
策
定
等

 

令
和
２
年
度

 
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
に
関
す
る
自
己
評
価
概
要
（
全
体
）

 

中
部
様
式

 
資
料
５
－
２
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１
.直
近
の
二
次
評
価
の
活
用
・
対
応
状
況

 
2

 

直
近
の
二
次
評
価
結
果

 
事
業
評
価
結
果
の
反
映
状
況

 
（
具
体
的
対
応
内
容
）

 
今
後
の
対
応
方
針

 

・
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

 
 
着
実
な
実
施
は
評
価
す
る
。

 
 
（
①
小
学
生
を
対
象
と
し
た
乗

 
 
り
方
教
室
の
開
催
、
②
企
画
乗

 
 
車
券
の
企
画
・
作
成
な
ど
）

 

①
乗
り
方
教
室

 
 
⇒
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止

 
②
企
画
乗
車
券
（
片
道
定
期
券
の

 
 
販
売
）

 
 
⇒
継
続
販
売
中

 

①
乗
り
方
教
室

 
 
⇒
開
催
方
法
の
変
更
等
（
Ｓ
Ｎ

 
 

 
Ｓ
の
活
用
な
ど
）
を
含
め
て

 
 

 
再
検
討
し
実
施
予
定

 
②
片
道
定
期
券

 
 
⇒
販
売
を
継
続

 

    ・
「
運
行
評
価
改
善
委
員
会
」
な

 
 
ど
か
ら
の
提
案
・
改
善
策
を
基

 
 
に
さ
ら
な
る
利
用
促
進
策
や
運

 
 
行
の
効
率
化
に
繋
が
る
こ
と
を

 
 
期
待
す
る
。

 

・
ゾ
ー
ン
制
運
賃
の
見
直
し

 
 
⇒
利
用
者
か
ら
分
か
り
づ
ら
い

 
 

 
と
の
指
摘
を
受
け
令
和
２
年

 
 

 
１
０
月
よ
り
市
内
一
律
運
賃

 
 

 
へ
。

 

    ・
引
き
続
き
利
用
者
、
評
価
改
善

 
 
委
員
会
等
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、

 
 
利
便
性
向
上
や
効
率
化
を
図
り
、

 
 
持
続
可
能
な
公
共
交
通
と
す
る
。

 

・
評
価
改
善
委
員
会
に
お
け
る
コ

 
 
ー
ち
ゃ
ん
バ
ス
事
業
（
コ
ミ
ュ

 
 
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
）
の
乗
車
実

 
 
績
に
評
価
基
準
を
設
定

 
 
⇒
利
用
者
数
、
１
便
当
た
り
平

 
 

 
均
乗
車
人
数
等
に
関
し
て
定

 
 

 
量
的
評
価
基
準
を
設
定
。

 
・
Ｈ
２
８
実
績
と
比
較
し

 
 
＋
５
％
以
上
で
あ
れ
ば
「
Ａ
」

 
 

 ±
５
％
で
あ
れ
ば
「
Ｂ
」

 
 
－
５
％
以
下
で
あ
れ
ば
「
Ｃ
」
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2
.協
議
会
が
目
指
す
地
域
公
共
交
通
の
姿

 
（

P
la

n
）

 
3

 


地

域
公

共
交
通

の
将

来
像
で

あ
る

 

 
 

 
「

誰
も

が
、

安
全

・
安

心
・
快

適
に
移
動

で
き
る
交

通
環
境

が
充
実

し
た
暮
ら

し
や

す
い

ま
ち
」

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

の
実
現
に

向
け
４
つ

の
基
本

方
針

を
定

め
て

い
ま

す
。

 

図
 
地
域
公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
イ
メ
ー
ジ

 

 
 基

本
方
針
１
 

 
鉄

道
、
路

線
バ
ス
、
コ

ー
ち
ゃ
ん

バ
ス
及

び
タ

ウ
シ

ー
 
 

 
が

一
体
と

な
り
、
日
常

生
活
の
移

動
を
支

え
る

地
域

公
 

 
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を

形
成

し
ま
す
。
 

 
 基

本
方
針
２
 

 
公

共
交
通

の
充
実
に
よ

り
各
拠
点

の
に
ぎ

わ
い

と
交

流
 

 
の

創
出
を

支
援
し
ま
す

。
 

 
 基

本
方
針
３
 

 
市

民
や
利

用
者
に
分
か

り
や
す
く

、
利
用

し
や

す
い

公
 

 
共

交
通
サ

ー
ビ
ス
を
提

供
し
ま
す

。
 

 
 基

本
方
針
４
 

 
多

様
な
主

体
の
連
携
・

協
働
に
よ

る
取
り

組
み

を
推

進
 
 

 
す

る
と
と

も
に
、
地
域

公
共
交
通

を
育
む

仕
組

み
を

構
 

 
築

し
ま
す

。
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
再
編
の
目
的

 

 
利
用
ニ
ー
ズ
の
増
加
、
多
様
化
が
進
む
中
で
持
続
可
能

 

 
な
公
共
交
通
と
す
る
た
め
に
抜
本
的
な
見
直
し
を
検
討

 

 
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

 

 
利
便
性
の
向
上
と
財
政
負
担
の
軽
減
の
両
立

 

 
目
指
す
姿
と
し
て
は
・
・
・

 

 
・
コ
ー
ち
ゃ
ん
バ
ス
事
業

 

 
 
複
雑
か
つ
長
大
な
運
行
経
路
を
圧
縮
し
、
乗
車
時
間
を
短
縮

 

 
・
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

 

 
 
運
行
範
囲
を
市
全
域
に
拡
大

 

 
再
編
の
内
容

 

 
①

 知
波
田
鷲
津
線
の
廃
止
と
入
出
新
所
鷲
津
線
の
延
伸

 

 
 
※
路
線
名
を
知
波
田
入
出
線
に
変
更

 

 
②

 知
波
田
地
区
か
ら
岡
崎
地
区
へ
の

 

 
 
新
系
統
の
設
置
（
知
波
田
入
出
線
）

 

 
③

 白
須
賀
鷲
津
線
の
路
線
短
縮

 

 
④

 白
須
賀
岡
崎
線
の
減
便
、
路
線
の
見
直
し

 

 
⑤

 岡
崎
循
環
線
の
増
便
、
路
線
の
見
直
し

 

 
⑥

 岡
崎
鷲
津
線
の
路
線
の
見
直
し

 

4
 

3
.目
標
達
成
に
向
け
た
公
共
交
通
に
関
す
る
具
体
的
取
組
み
内
容

 
（

D
o
）

 

再
編
前

 

再
編
後

 

①
、
②
の
再
編
図

 
（
２
路
線

⇒
１
路
線
）

 

知
波
田
地
区

 

岡
崎
地
区

 

１
．
路
線
の
再
編

 

①
 

②
 

赤
線
：
知
波
田
鷲
津
線

 
緑
線
：
入
出
新
所
鷲
津
線

 

知
波
田
入
出
線
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
見
直
し
の
方
針

 

 
①

 分
か
り
や
す
く
利
用
し
や
す
い
運
賃
体
系
の
導
入

 

 
②

 小
学
生
な
ど
の
通
学
利
用
者
へ
の
負
担
増
へ
の
配
慮

 

 
③

 利
便
性
と
財
政
負
担
の
両
立
を
考
慮

 


見
直
し
の
内
容

 

 
①

 ゾ
ー
ン
制
運
賃
（
基
本
１
０
０
円
＋
地
区
を
跨
ぐ
毎
に
１
０
０
円
加
算
）

 

 
 

⇒
市
内
全
域
一
律
運
賃
へ
（
一
律
２
０
０
円
）

 

 
②
定
期
券
制
度
に
小
人
割
引
の
導
入
（
割
引
率
５
割
）

※
小
学
生
は
見
直
し
前
と
同
額
で
の
乗
車
可
能

 

 

      

5
 

3
.目
標
達
成
に
向
け
た
公
共
交
通
に
関
す
る
具
体
的
取
組
み
内
容

 
（

D
o
）

 

２
．
運
賃
の
見
直
し

 


導
入
に
向
け
た
検
討

 

 
・
新
居
地
区
・
・
・
地
元
自
治
会
と
の
協
議
、
公
共
交
通
会
議
で
の
意
見
交
換
実
施

 


実
証
実
験

 

 
・
知
波
田
地
区
・
・
・
令
和
元
年
１
１
月
よ
り
実
証
実
験
開
始
（
継
続
中
）

 


本
格
運
行

 

 
・
白
須
賀
地
区
・
・
・
実
証
実
験
に
て
目
標
値
を
達
成
し
、
令
和
２
年
４
月
よ
り
本
格
運
行
開
始

 

３
．
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
拡
大

 

○
デ
マ
ン

ド
型
乗

合
タ
ク

シ
ー
（

白
須
賀

地
区
実

証
実
験

）
に

関
す
る
目

標
値

と
の

照
合

結
果

 

評
価

指
標

 
１

日
当
た

り
利
用

者
数

 
世

帯
登
録

者
数

 
乗

合
率

 
利

用
者

満
足

度
 

地
域
と
協
力
し
た
取
組

 

目
標
値
 

5
.
0人

/日
以

上
 

2
5
％
以
上
 

1
.
2
5人

以
上
 

6
0
％
以
上
 

月
1回

以
上
 

R
2
.
2月

末
時
点

 
7
.
5人

/日
 

2
6
.
26
% 

1
.
2
0人

 
7
3
.
80
% 

1
.
0
4回

/月
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
評
価
の
方
法

 

 
湖
西
市
地
域
公
共
交
通
会
議
と
湖
西
市
バ
ス
運
行
評
価
改
善

委
員
会
に
よ
り
評
価
・
検
証

 


評
価
の
基
準

 

・
定
量
的
な
評
価
基
準

 
対
象
：
コ
ー
ち
ゃ
ん
バ
ス
運
行
実
績

 

     ・
定
性
的
な
評
価
基
準

 

     

6
 

4
.計
画
の
達
成
状
況
の
評
価
指
標
と
そ
の
結
果

 
（

C
h

e
ck
）

 

評
価
の
体
系
図

 


評
価
の
結
果

 

 
Ａ
評
価
：
７
事
業
（
公
共
交
通
マ
ッ
プ
の
見
直
し
、
コ
ー
ち
ゃ
ん
バ
ス
を
上
手
に
利
用
す
る
会
の
取
り
組
み
な
ど
）

 

 
Ｂ
評
価
：
１
８
事
業
（
コ
ー
ち
ゃ
ん
バ
ス
路
線
の
再
編
、
運
賃
体
系
の
見
直
し
な
ど
）

 

 
Ｃ
評
価
：
４
事
業
（
モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
、
交
通
事
業
者
と
連
携
し
た
取
り
組
み
な
ど
）

 

評
価
指
標
 

基
準
数
値
 

判
定

結
果
 

延
べ

利
用
者
数
 

平
成
28
年
度

コ
ー
ち

ゃ
ん
バ
ス
各
路
線

毎
の
利
用
者

数
 

Ａ
：

5％
以

上
増

加
 
Ｂ

：
＋
4.
9％

～
4
.9
％

 
Ｃ
：

5％
以

上
減

少
 

１
日

当
た
り
の
 

平
均

乗
車
人
数
 

平
成
28
年
度

コ
ー
ち

ゃ
ん
バ
ス
各
路
線

毎
の
１
日
当

た
り
の

平
均
乗
車
人
数
 

Ａ
：

5％
以

上
増

加
 
Ｂ

：
＋
4.
9％

～
4
.9
％

 
Ｃ
：

5％
以

上
減

少
 

１
便

当
た
り
の
 

平
均

乗
車
人
数
 

平
成
28
年
度

コ
ー
ち

ゃ
ん
バ
ス
各
路
線

毎
の
１
便
当

た
り
の

平
均
乗
車
人
数
 

Ａ
：

5％
以

上
増

加
 
Ｂ

：
＋
4.
9％

～
4
.9
％

 
Ｃ
：

5％
以

上
減

少
 

利
用

者
１
人
当
た

り
市

の
負
担
額
 

平
成
28
年
度

コ
ー
ち

ゃ
ん
バ
ス
各
路
線

毎
の
利
用
者

１
人
当

た
り
の
市
の
負
担

額
 

Ａ
：

5％
以

上
減

少
 
Ｂ

：
＋
4.
9％

～
4
.9
％

 
Ｃ
：

5％
以

上
増

加
 

※
自
己
評
価
の
三
段
階
評
価

 
A：

事
業
が
適
切
に
実
施
・
検
討
さ
れ
た
、
効
果
が
顕
著

 
B：

事
業
が
適
切
に
実
施
・
検
討
さ
れ
た
、
一
定
の
効
果
が
あ
る

 
C：

事
業
が
実
施
・
検
討
さ
れ
て
い
な
い
、
改
善
が
必
要

 

P
la
n
 

（計
画
） 

A
c
ti
o
n
 

（改
善
） 

C
h
e
c
k 

（評
価
） 

D
o
 

（実
行
） 

P
la
n
 

（計
画
） 地

域
公
共

 

交
通
会
議

 
事
務
局

 
評
価
改
善

委
員

会
 

庁
内

 

分
科

会
 

市
民

 

利
用
者

 

施
策
の

 

実
施
計
画
検
討

 

実
施
計
画
の
起
案

 

（
重
要
な
案
件
）
 

協
議
・
承
認

 

運
行

 

利
用
促
進
策
等
実
施

 

 

施
策
協
力
要
請

 

協
力
し
て
利
用
促
進
策

等
実
施

 

利
用
状
況
な
ど
把
握

 

報
告

 

評
価

 

改
善

方
針

の
検
討

 

評
価
・改

善
方
針

 

の
報
告

 

改
善
施
策
の

 

実
施
計
画
検
討

 

実
施
計
画
の
起
案

 

（重
要
な
案
件
） 

協
議

・
承

認
 

※
必
要
に
応
じ
て
開
催
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
参
考
：
評
価
報
告
書
の
一
部
抜
粋

 

 
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
た
事
業
の
評
価
を
評
価
改
善
委
員
会
に
て
実
施

 

 

7
 

4
.計
画
の
達
成
状
況
の
評
価
指
標
と
そ
の
結
果

 
（

C
h

e
ck
）

 

事
業
名
 

事
業
内

容
 

今
年
度

の
取

り
組
み

に
関
す
る

評
価
 

来
年
度
の
取
組
提
案
 

乗
継
環
境

 
の
整
備

 

①
乗

継
拠

点
や

主
要

な
バ

ス
停

の
乗

継
環

境
整

備
 

・
拠

点
駅

や
主

要
な

バ
ス

停
で

の
乗

継
利

便
性

の
向

上
 

(
H
2
9検

討
)
(H

3
0～

R3
実

施
)※

P
1
6 

Ｂ
 

車
内

に
お

い
て

乗
継

案
内

チ
ラ

シ
を

作
成

し
情

報
提

供
を

行
う

と
と

も
に

、
交

通
マ

ッ
プ

や
市

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

等
で

周
知

を
実

施
し

た
。

サ
ー

ビ
ス

水
準

を
維

持
し

て
情

報
提

供
を

継
続

す
る

。
 

公
共
交
通
に
関

す
る
わ
か
り
や

す
い
情
報
を
提

供
す
る
事
業

 

①
公

共
交

通
利

用
に

係
る

積
極

的
な

情
報

提
供
 

・
バ

ス
停

(
コ

ー
ち

ゃ
ん

バ
ス

)
の

案
内

表
示

の
多

言
語

化
の

実
施

) 
(
H
2
9検

討
)
(H

3
0～

R3
実

施
)※

P
1
6 

Ｂ
 

バ
ス

停
修

繕
や

更
新

時
に

合
わ

せ
て

追
加

し
て

い
る

。
 

引
き

続
き

修
繕

及
び

更
新

時
に

合
わ

せ
て

追
加

す
る

。
 

・
公

共
交

通
マ

ッ
プ

の
企

画
・

作
成

・
見

直
し

(
H2
9～

R
3実

施
)※

P
17
 

Ａ
 

市
内

を
運

行
す

る
公

共
交

通
を

網
羅

し
た

総
合

交
通

マ
ッ

プ
を

作
成

し
公

共
交

通
の

利
用

促
進

を
図

る
た

め
、

令
和

2
年

1
0
月

1
日

の
再

編
及

び
運

賃
改

定
に

合
わ

せ
て

全
体

図
を

大
幅

に
拡

大
し

、
バ

ス
停

位
置

が
分

か
り

や
す

い
設
計
と

し
た

。
 

ダ
イ

ヤ
改

正
な

ど
で

再
度

作
成

す
る

際
は

、
よ

り
分

か
り

や
す

い
公

共
交

通
マ

ッ
プ

に
す

る
た

め
の

見
直

し
を

行
う

。
 

・
バ

ス
利

用
啓

発
ポ

ス
タ

ー
の

企
画

・
作

成
・

見
直

し
(
H
29
～

R
3実

施
)
P1
8 

Ｃ
 

今
年

度
に

お
い

て
は

、
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り

、
企

画
・

作
成
等
に

つ
い
て

は
自
粛

し
た

。
 

コ
ロ

ナ
禍

の
状

況
に

よ
り

啓
発

内
容

の
変

更
等

を
行

い
事

業
を

継
続

す
る

。
 

②
分

か
り

や
す

い
運

行
情

報
・

乗
継

情
報

の
提

供
 

・
公

共
交

通
マ

ッ
プ

へ
の

わ
か

り
や

す
い

乗
継

情
報

の
掲
載

等
(
H2

9～
R
3実

施
)※

P
18
 

Ａ
 

令
和

元
年

1
0
月

ダ
イ

ヤ
改

正
に

合
わ

せ
て

更
新

し
令

和
2
年

1
0
月

1
日

改
正

の
総

合
交

通
マ

ッ
プ

に
つ

い
て

、
レ

イ
ア

ウ
ト

の
変

更
に

合
わ
せ
て

更
新
し

た
。

 

ダ
イ

ヤ
改

正
な

ど
で

再
度

作
成

す
る

際
は

、
よ

り
分

か
り

や
す

い
公

共
交

通
マ

ッ
プ

に
す

る
た

め
の

見
直

し
を

行
う

。
 

・
拠

点
駅

に
お

け
る

バ
ス

乗
り

場
の

案
内

表
示

の
設

置
(
H2
9検

討
)
(
H3

0～
R3

実
施

※
P
1
8 

‐
 

平
成

3
0
年

度
に

お
い

て
、

拠
点

駅
の

整
備

事
業

に
合

わ
せ

て
設

置
し

た
。

（
R
1
自

己
評

価
：
B
）
 

案
内

表
示

の
維

持
管

理
を

行
う

。
 

・
主

要
施

設
や

主
要

バ
ス

停
で

の
バ

ス
ロ

ケ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
の

検
討

(
H
2
9
～

R
1
検

討
)
(R
2～

R
3実

施
)
 ※

P1
8 

Ｂ
 

導
入

に
対

し
て

の
費

用
対

効
果

に
つ

い
て

検
討

中
。

 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

活
用

も
含

め
、

利
用

者
の

年
齢

層
、

費
用

対
効

果
等

を
考

慮
し

、
導

入
の

是
非

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。
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5
.自
己
評
価
か
ら
得
ら
れ
た
課
題
と
対
応
方
針

 
（

A
ct
）

 


評
価
改
善
委
員
会
に
よ
る
今
年
度
の
取
組
評
価
及
び
来
年
度
の
取
組
提
案
を
基
に
事
業
を
実
施

 

 
来
年
度
の
取
組
提
案
の
一
部
抜
粋

 

 
①

 地
域
フ
ィ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
新
居
地
区
内
の
自
治
会
へ
の
説
明
や
地
元
住
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
実
施

 

 
②

 公
共
交
通
マ
ッ
プ
に
つ
い
て
見
直
し
時
に
利
用
者
の
意
見
等
を
取
り
入
れ
よ
り
見
や
す
い
も
の
を
作
成

 

 
③

 利
用
者
へ
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
も
含
め
、
利
用
者
の
年
齢
層
、
費
用
対
効
果
等
を
考
慮

 

 
 
し
、
導
入
の
是
非
に
つ
い
て
の
検
討
実
施

 

 
④

 モ
ビ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
施
（
小
学
生
の
乗
り
方
教
室
な
ど
）
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
よ
り
開
催
方

 

 
 
法
の
変
更
等
を
含
め
て
検
討

 

8
 


公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
合
わ
せ
て
実
施

 

 
・
令
和
３
年
度
が
最
終
年
度
と
な
る
た
め
、
次
期

 

 
 
計
画
策
定
も
並
行
し
て
実
施

 


利
用
ニ
ー
ズ
の
増
加
、
多
様
化
が
進
む
中
で

 

 
持
続
可
能
な
公
共
交
通
と
す
る
た
め
の
検
討

 

 
・
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
拡
大

 

 
・
コ
ー
ち
ゃ
ん
バ
ス
の
見
直
し

 

 
・
企
業
シ
ャ
ト
ル
Ｂ
ａ
ａ
Ｓ
の
取
り
組
み

 
 
な
ど

 

湖
西
市
公
共
交
通
網
形
成
計
画
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
一
部
抜
粋
）

 

そ
の
他
の
取
り
組
み

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
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